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口

会 長 池

今朝の朝刊は, トップ記事で

「海運合理化審が,不況対策答申,

造船能力,20%削減を」
と報じています。54年度は約35%の 削減を呼びかけ,今回が 2度目,造船業界にとっ

ては死活の問題で,大へんな時代をむかえたことになります。

一方,目 を経済界にむけてみますと,貿易摩擦といいながらも,外からは羨まれる

経済大国,その地位も徐々に不動のものになりつつある現状です。巷では,あれこれ

その原因について論じられているようですが,私たちからみれば,その一つに,各企

業で活躍している工業高校の卒業生の力が,こ れに大いに貢献していると信じて疑い

ません。新製品の開発や産業界の基盤づくりに,彼 らがどんなに努力してきたか,そ
の力を高く評価したい気持ちでいっぱいです。

さて,最近の産業界は,自動機械の発達で製造部門から人が減り,大きな社会問題

となっています。また一面,情報産業やソフト開発の面では人材が不足し,そ の養成

で躍起となっているところもあります。

これからの学校は, このような社会の変化,状勢の変化に対応できる新しい工業人

を育てていかねばなりません。それだけに,今 日工業高校に課せられた問題は重大で

あると言っても過言ではありません。

今,造船教育をバゝり返ってみますと,今後の造船業界をみ通した,広い視野にたっ

ての教育論も必要でしょうが,さ しづめ, も少し身近なところで,い まは論議を積み

重ねていく時ではないかと思うのです。

即ち,教育課程の検討, コンピューターや自動システムの基礎学習を,いつ,どの

段階で実施 していくのか,ま たそれが,造船教育のどの部門に位置づけされるのか ,

等々,論議されなければならぬ問題が山積しています。

また,時代の先取りばかりに目を奪われて,基礎・基本を疎かにしていないか,の

反省もしきりです。特に手作業のいる実習を抜きにした工業教育など考えられないわ

けですから,その点についても注意する必要があるのではないでしょうか。

両者を調和させることは,大へんむづかしい事ですが,会員のみなさんの精進を期

待して止みません。

最後になりましたが,本研究会のため,物心両面から御支援をたまわっております

日本造船工業会ならびに造船各社に対 し,こ の場をかりて,あつく御礼申し上げます。

頭巻

稔
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船舶工学科および海洋 コースの概要

長崎総合科学大学 工学部  船舶工学科

1.は じめに

本学の船舶工学科は,本学創立以来43年間一貫して,国 。公立大学ではあまり手が及ばな

かったヵ中・小型船舶の造船部門で働く技術者を中心とした,幅広い造船技術者の育成に努

めて来た。その結果,昭和20年 に第 1回生23名が卒業して以来,本年までに,2千余名に及

ぶ学生が本学科を卒業し,全国津々浦々の造船所を初め各界で活躍している。このうち,工

業高校造船科出身の卒業生は約 100名に達し,同 じく上記の各界で活躍している。本学は,

昭和53年 に大学の名称を:「長崎造船大学Jか ら「長崎総合科学大学」と改称し,今日では

5つの学科と 5つのコースを擁するに至った。伝統ある船舶工学科も,多様化する時代の要

請に応えるために,昭和59年度に「海洋コース」を新設して,内容の充実に努めている。以

下に,本学の船舶工学科および海洋コースの概要を紹介する。

2.学科の構成と教科内容

2.1 学科の構成

本学科は 4つの研究室から構成されており,それぞれ次のような内容の教育 。研究を行

なうとともに,第 4学年度学生の卒業研究の指導を担当している。

第 1研究室 :船舶を含む浮体の抵抗,船舶の推進および船体を含む浮体のまわりの水の流

れ

第 2研究室 :船舶を含む浮体の静力学,安定性および波浪中の運動ならびに船舶の操縦性。

第 3研究室 :船舶を含む浮体の構造 。強度・振動および船体・浮体用の構造材料。

第 4研究室 :船舶を含む浮体の設計 。艤装・製図および特殊船 0漁船・小型舟艇ならびに

造船工作法

製図教育は,内容に応じて各研究室が分担担当し,第 4研究室がこれを統括している。

また,海洋コースの学生に対する教育 。研究は,内容に応じて各研究室が分担担当する。

2.2 教員構成

各研究室は,教授,助教授,助手各 1名 によって構成されている (助手の充足率は現在

は50%)。 なお,本学に附設されている工学研究所に,船舶工学専攻の教授 2名が所属 し

ており,本学科学生の教育ならびに研究の指導をも行なっている。このことを考慮すれば ,

本学科は他の私立大学に比較して,密度の濃い教育を行なっていると言える。特に,元良

誠三学長および井上正祐副学長が船舶工学専攻であることも考えれば,本学科の教員スタ

ッフの層は,国 。公立大学の船舶系学科に比べて,決 して劣るものではないことを強調し
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たい。更に,九州大学や長崎大学などの国立大学および三菱重工業 (株 )等の大手造所か

ら派遣される非常勤講師により,最新の技術情報を織り込んだ講義が行なわれている。

2.3 教科内容

本学科および海洋コースの学生が履習すべき専門教育科目の,“履修フロー チャート"
を,図 1に示す。

数学関係科目の講義および工学一般関係科目の中の力学 (I及びⅡ)の講義は,教養部

所属の専任教員が担当しているが,解析学に関する演習指導を工学部所属の助手が担当し

て,学生の理解を更に深めるように努力している。

工学一般関係科目は主として,工学部の他学科が開講している科目である。この中で ,

工学計算プログラムでは主にBACIC言 語を教えており, FORTRANプ ログラムと

ともに,本学科の学生に対しては本学科の教員がこれを担当している。
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必修科目と履修年次および単位数は ,

(1)解析学Ⅱ

(2) 〃 Ⅲ

(3)代数学

(4)船舶海洋工学概論

(5)船舶海洋工学製図 I

(6)浮体静力学 I(含演習 )

(7)   〃   Ⅱ

(8)材料力学 I同演習

(9)船舶海洋工学製図Ⅱ

(10)浮体設計 I

(11)船舶工学製図Ⅲ

(12)海洋工学製図Ⅲ

(13)浮体設計Ⅱ

(14)卒 業研究

のようになっている。

1年通年 4単位 船舶・海洋共通

1年後期 2単位  〃  〃 〃

1年通年 4単位  ″  ″ 〃

1年 前期 2単位  ″  ″ ″

1年通年 3単位  〃  ″ 〃

2年通年 4単位 船舶 。海洋共通

2年後期 2単位  〃  〃 ″

2年通年 3単位  ″  〃 ″

2年通年 3単位  〃  〃 〃

3年後期 2単位 船舶 。海洋共通

3年通年 3単位 船舶のみ

3年通年 3単位 海洋のみ

4年前期 2単位 船舶・海洋共通

4年通年10単位  〃  〃 〃

次

3年次終了時点までに ,上記の11番までの必修科目を履修し,かつ選択科目も含めて所

定数の単位を取得した学生のみが ,4学年に進級して卒業研究に着手することができる。

海洋コース独自の開講科目は,海洋工学概論,海洋構造物概論 I,海洋構造物概論Ⅱ,

海料資源論,海洋エネルギー論,海洋工学製図Ⅲおよび帆走論同実技,小型船操縦法 l・l実

技,潜水学同実技の 9科目合計22単位であるが,海洋構造物や海洋機器などの特質を理解

するためには,やはり浮体の一環として船舶と共通の科目を履修することが必要であり,

また船舶の学生も海洋コースの科目を選択できるようになっている。

教育の理念と特徴

3.1 船舶工学科の場合

冒頭で述べたように,本学科は主として中 。小型船舶を建造する造船部門で働く技術者

を育成 してきたし,こ の分野における卒業生の活躍は目覚ましい。多様化する船舶工学の

新しい領域にも適応じうる浮体工学の基礎知識を中心として,学際的な視点から体系づけ

て教えることと,相反する要求を 1つの製品の中にバランスよく調和させてまとめ上げる

綜合化技術の考え万を教えること,を基本的な理念としてきた。このような学科としての

特色は,工学部門では船舶と航空以外にはない。

その一例として,た とえば次のようなものが挙げられる。

(1)製図教育においては,事前の調査・計画ならびに計算の諸結果を,実際に紙面に表現

することを通じて,綜合化学技術の一端を体験させる。現在,各企業においてはCAD

/CAMが 普及しつつあるが,そ の度合は各企業毎に千差万別であり, CAD/CAM
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において何が行われているかを理解 しないと,CAD/CAMを 使いこなすこともでき

ない。こうした理由により,大学の製図教育の中に,CAD/CAMを 採り入れていな

い 。

(2)卒業研究においては,数人が 1グループを作って,指導教員の指導のもとにゼミ形式

により, 1つ の研究課題を追究する。通常の講義では経験できない各種の実験や大量の

数値計算を行い,結論を導いてこれを論文にまとめ上げる。この課程を通じて,今まで

学習した知識を更に深く身につけさせるとともに,グ ループ構成員同志の協調性の涵養

と連帯感の昂揚が期待できる。

3.2 海洋コースの場合

海洋開発においては,船舶工学の技術がアプローチの基本的な手段となっている。海洋

構造物の開発は,海洋開発の一つの手段であり,そ の目的の全てではない。一方,我々は

海に囲まれて暮してはいるが,実際に海を体験する機会は意外に少なく, これからの海洋

開発に携わる技術者にとっては,体で海を知ることは大いに役に立つであろう。こうした

現状認識に基づいて,我々は海洋コースの学生が履修すべき科目を定めた。すなわち ,

(1)船舶工学の基礎的科目を,船舶工学科の学生とともに学ぶ。

(2)海洋構造物をその運動性能の面からと,巨大構造物としての特性の面から学ぶととも

に,海洋に存在する資源や潜在するエネルギーを活用する技術の基礎を学ぶ。

(3)体験的に海を知ることを目的として,ま たこれらの分野で必要となる個人的な実技資

格を取得することを目的として,帆走論同実技,小型船操縦法同実技および潜水学同実

技を学ぶ。この実技を伴う教科は,風光明美で静穏な橘湾に面したキャンパスを持つ本

学の地の利を生かした特色ある科目であり,他に類例を見ない。

現在、海洋コースは第 3年次生が最上級生である。日本の海洋開発のリーダーの一人

である元良誠三学長指導のもとに,官界,学界および産業界における海洋開発の先達の

方々の御助力を得ながら,こ の理念の実現に努力している。

3.3 情報工学 ,制御工学等へのアプローチ

現代は先端技術の時代である, と言われている。特に,電子工学と情報ェ学および制御

工学を中心とした,い わゆるメカトロニクスが機械工業の花形となってきた。こうした

事態に対応するために,本学は情報 。制御工学のコースおよび電子工学コースを,相次

いで設置した。我々は,海運業も造船業もこのような先端技術を実現させる 1つの場で

あると考えている。こうした認識に基づき,船舶工学科の学生も海洋コースの学生も,

これらの諸科目を関連科目として学ぶことができるようになっている。

4.大学院教育の理念と特徴

科学技術の発展に伴って,学問分野の専門分化が進行している。そして同時に,新たな境

界領域の研究開発が進められている。このような状況の中で,次代を担う技術者となる学生

には,新 しい学問体系に応じた基礎理論を身につけることと,よ り柔軟で幅広い問題意識を



持つことが求められている。

こうした時代の要請に応えるために,船舶工学・機械工学・電気工学・建築学および管理

工学の 5学科を持つ既存の工学部を母体として,新たに「構造工学」と「流体工学」の 2つ

り専攻より成る,大学院工学研究科修士課程が,昭和51年 4月 に本学に設置された。

各専攻とも, 4系列から構成され,現在は図 2に示すような構成となっている。

大 学 院 工 学 研 究 科 修 士 課 程

構
造
工
学
　
専
攻

構 造 材 料 系 列 流
体

工
学
　
専
攻

流 体 力 学 系 列

固 体 力 学 系 列 船 舶 流 体 工 学 系 列

構 造 力 学 系 列 機 械 流 体 工 学 系 列

構 造 計 画 系 列 海 洋 流 体 工 学 系 列

図 2 大学院工学研究科の構成と工学部各学科との対応

上に述べたような理念を実現させるために,大学院教育には次のような大きな特徴をもた

せている。

(1)入学した院生は,各自の専攻と系列によって特定の指導教授に配属され,演習から修士

論文作成のための研究まで,マ ンツーマンの教育 。研究指導を受ける。

(2)院生は所属の専攻及び系列の科目を学ぶことは勿論であるが,進んで他の専攻及び系列

の科目を学ぶように指導される。

創設以来,大学院からは,構造工学専攻40名 ,流体工学専攻39名の院生が工学修士とな

って卒業して行った。表 1に ,卒業した院生が行った修士論文の題名の例を掲げる。これ

によって,大学院における研究指導の実態を伺い知ることが出来るであろう。

船 舶 工 学 科 (海 洋 コ ー ス )

機 械 工 学 科 (情 報 。制 御 コ ー ス )

電 気 工 学 科 (電 子 工 学 コ ー ス )

建  築 学 科 (住 居 学 コ ー ス )



表  1-1 修士論文の主な題 目 (構 造工学専攻 過去 3年 間 )

表 1-2 修士論文の主な題目 (流 体工学専攻 過去 3年 間 )

船首砕波現象に関する研究の船型改良への応用

伴流の制御に関す る研究

抵抗試験の精度向上に関する研究

幅広浅吃水船の規則波中の運動に関する基礎的研究

そ の 他

オイルショック以来,それまで日本の造船業をリードして来た大手造船会社から,中 。

小手造船会社への技術移転が行なわれにくくなって来たこともあり,中 。小手造船会社が

独自の技術力を持つため高級技術者を多く求めている。こうした事情もあって ,船舶工学

科出身の修士は殆んどの者が準が中手造船会社へ就職している。

大学院の入学定員は,各専攻ともそれぞれ10名であるが,本学工学部の各学科において,

上位の成績をおさめている学生に対しては,学科試験は免除され,面接試験のみとなる。

5.新 しい教育,研究設備

5.1 水槽

1

撒積貨物船の二重底強度に対するロイ ドの計算法の修正に関する一

考察

不均一温度分布による船体梁の変形に関する研究

3
Bul K Carrier Hopper TanKの 強度に関

する研究

構造部材の疲労設計法に関する研究

5 そ の 他



(11 船舶海洋試験水槽

船舶海洋試験水槽は ,昭和59年度私立大学設備整備補助金の交付を受け昭和611年春竣

工した。

新水槽は模型曳引車及び造波装置を有しており,いずれも最新の市1御 システムで駆動

することができる。この水槽では従来の船体抵抗試験は勿論,波浪中の船や海洋構造物

の運動性能試験をはじめとして,海洋開発用機器等の性能試験も含めた多種多様の試験

が可能である。

(I-1)水 槽及び実験棟

水槽は長さ60溜 ×幅 4″ ×深さ 2.6″ ×水深 2.3777の大きさをもち,水槽中央部の側

面には実験中の水面下の状態を観測するためのピットが設けられている。

実験棟は水槽を含めて建築面積が約 750プで,計画室,解析室,技術員控室,工作室 ,

造波制御室,その他を有している。実験棟の幅と水槽の幅との比は一般の水槽に比べて

大きく, したがって使い易くなっている。 (図 3参照 )
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(I-2)模 型曳引車

曳引車はボックスガーター構造で,左側主桁上に操作盤,告1御盤 ,集電塔等を,そ の

下に 2つ の駆動部,ガイドローラ等を集中配置し,左側前後の駆動輪による 2輪駆動万

式となっている。

曳引車の主性能は,加減速度が 0.06′ まで設定可能で,速度範囲 0.3～ 3″ /sec,

速度安定度 1""/tec以内となっており,消波装置側から造波装置側へ,あ るいはその

逆方向に走行させることが可能である。これにより,静水中の抵抗試験は勿論,向い波

中あるいは追い波中の抵抗推進及び運動性能実験を行うことができる。(写真 1)

(I-3)造 波装置

造波装置は,電気油圧サーボ方式を利用 しており, アクチュエータ油圧源,制御装置

および造波板から成っている。

造波装置は,最大波高30",波長 0.7～17%の規則波の生波が可能であり,更に,外

部入力により,任意の不規則波を発生させることができる。したがって,船や海洋構造

物を含む各種海洋作業機器等の規則波や不規則波での運動特性を調べることができる。

(写真 2)

写真 1 模型曳引車
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写真 2 造波装置及び造波制御装置

水槽は今後①学部学生,大学院生の実験実習,②学部学生,大学院生の卒業研究,③

教官の研究,④学外組織との共同研究,⑤学外組織からの委託実験あるいは研究,研修

などに利用される。

(1)竪型回流水槽

本回流水槽は,昭和41年 に設置され,小型模型を用いて,流れの可視化試験や模型まわ

りの流速,圧力および模型の抵抗の計測など,主として定性的な実験を行うことができる。

主性能としては,設定不能流速が 2″ /secま でであり,自 由表面流増速装置を装備
している。

52 構造 。強度関係実験設備

(1)構造物模型実験装置

本実験装置は各種構造物の弾性強度応答を調べる装置である。供試模型としては,ア

クリル系樹脂製の船体,海洋構造物,航空機,橋梁あるいはクレーン等の精密な全体模

型あるいは部分模型を使用する。実験では,供試模型に対して想定しうる静的あるいは

動的な荷重を負荷することによって,そ の構造物の変形状態や力の伝達状況を潰1定把握

することができる。 (写真 3)

図 4に 本実験装置のシステムブロック図を示す。本システムは荷重負荷部,データ収

録部,データ処理部からなるオンラインシステムで,こ のシステムによる実験のコント

ロール及び実験データと理論データの同時処理は構造物模型実験の高速化,自動化及び

省略化を可能にしている。
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(Ⅱ)200ト ン万能試験機

本試験機は,引張,圧縮とも最大 200 To n f

の抗折試験が行える。更に,自動負荷制御装置 ,

ティを備えた万能試験機である。 (写真 4)

の力量を有し,支点間距離最大 900 ππ

エアーつかみ装置および記録データレ

ギ1鷲

写真 4

この試験機の主な要日は以下のとうりである。

1 形  式 たて形,油圧負荷式

2 最大能力 200 To n f

3 ひょう量  200, 100, 50, 20, 5Tonf 6段

4 最大目盛 各ひょう量とも 1/1,000

5 引張試験 つかみ具間距離 最大  2,10o筋

つかみ具,丸棒用 (径 ) 20～ 90″ "
平板用 (厚さ)0～ 85″"

(幅 )    90"

6 圧縮試験 圧盤間距離 最大    1,950″π

圧 盤 (径 )       220″ π

7 抗折試験 支点間距離 最大     90077

坑折ローラ (1冨 )200× (径 )70筋

200 To n f万能試験機および自動負荷制御装置

1種

1種

l種

1種

-14-



8 曲げ試験 曲げポンチ (幅 )160× (先端半径)30 ππ・ 40″″ 2種

9 負荷速度 約 0～ 50″π/″π(60 Hz)

10 ラムス トローク   3007π

11 油圧ポンプ 多連プランジャポンプ

12 クロスヘット調節速度   350π″/πれ (60 Hz)

自動負荷制御装置は,定荷重,定歪,定速負荷,定速歪およびサイクリング等の制御

を電子サーボ機構によって自動的に行う。

(Ⅲ)X線 熱応力測定装置

本装置は,X線応力測定装置,電気炉,温度制御装置および高温における材料定数潰1

定のための模型引張試験機から構成されている。

主な要目は以下のとおりである。 (写真 5)

写真 5 X線 熱応力測定装置

X線応力測定装置    東芝MD Pl12 G型

X線出力       30 KV,10 mA
回折角走査範囲    120° ～ 165°

X線入射角範囲   -10° ～ 55°

電気炉 (上下 2分害1方式 )

ヒーター

最高加熱温度

模型引張試験機

育ヒラリ

試験片

負荷方式

x,Y移 動量

120W, 600ヽ V

1000° C

1000κ夕f

板厚 17"× 全長 300″"(」
IS

手動

X方向上 100筋 ,Y方向士
"筋

-15-
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5.3 海洋実技用舟艇等

船舶工学科および海洋コースは実技を通して,身体で海を知り,社会人として不可欠

なシーマンシップを身につけたエンジニアの養成をめざしている。

実技を伴う科目としては,「帆走論同実技」,「小型船舶操縦法同実技」および「潜

水学同実技」が開講されており,それぞれ専門的な講義と実技が行われる。

実技には船舶工学科所有のヨット10艇の|まれ 大学所有の8″級モーターボートと船外機肺

2隻が用いられ,更に,潜水実技のために数組のスキューバその他を有している。(写真 6)

写真 6 帆走実技

6.入学および就職状況

本学科に入学 してくる学生の出身高校は,北は北海道から南は沖縄県にまで及んでいる。

「船が好きだ/」 )「海が好きだ/」 と言う学生が多い。また,全国各地に存在する中 。小

手造船会社の経営者の子弟が多いことも,大きな特徴である。

次に,学生の就職状況について説明する。表 2は ,最近 3年間における本学卒業生および

造船関連九大学卒業者全体の就職状況を集計したものであり,こ れら本学の卒業者はその大

半が造船会社へ就職しており,そ の比率は全国平均比率を大きく上まわっていることがわか

る。このことは,冒頭に述べたように,全国津々浦々の造船所で本学科の卒業生が活躍して

いることを裏づけるものである。

一方,本学も含めて全国の造船関連大学卒業者の就職状況は良好であり,造船会社はもち

ろんであるが,自 動車工業,鉄鋼業およびプラントエ業等,他の分野への進出が著 しい。こ

のことは,船舶工学の教育を受けた学生が,柔軟な発想力と優れた綜合力を持っていること

を,如実に示している。

―- 16-



表  2 造船関係就職状況一覧 (過去 3年間)

(造船関連 9大学教官懇談会資料 )

造船関連 9大学

国公立大学   東京大学   横浜国立大学   大阪大学
大阪府立大学   広島大学   九州大学

私立 大学   東海大学   日本文理大学   長崎総合科学大学

年

度

造

船

〈
本

社

そ

の

他

工

業

海

運

商

社

海水

洋

開

発 産

学
校

・
研
究
所

官

庁

・
協

会

大

学

院

進

学

そ

の

他

業

種

そ

　

の

　

他

卒

業

者

数

日召

下ロ

58

年

度

本  学

学 部 2 1 1 0 3 0

修 士 3 0 0 1 0 l 4

計 2 1 1 0 1 4 3 l

9大学

合 計

学 部 3 4 232

修 士 11 0 0 0 9 01 0

博 士 0 0 0 0 0 3 0 0 3

3 4 9

日召

下日

59

年

度

本  学

学 部 4 1 1 1 1 2 2 1

修 士 0 0 0 0 0 0 0 0

言| 4 1 1 1 ] 2 2 1

9大 学

合  計

学 部 3 5 2 16 5

修 士 0 0 0 7 3 0

博 士 2 0 0 0 0 1 0 0 3

言十 5 2 5

昭

下日

60

年

度

本  学

学 部 6 1 2 1 1 4 2

修 士 4 0 0 0 0 1 0 0 5

言| 6 1 2 1 1 6 4 2

9大学

合 計

学 部 3 3 270

修 士 0 0 0 1 1

博 士 1 0 0 0 0 2 0 0 3

言十 3 3 4
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7.造船界の将来と人材の育成

石油危機以来マスコミの影警もあって,造船業は青少年にとって魅力に乏しい産業とな

り,全国の造船関係の大学へ入学を希望する青少年の数は大幅に減少しており,国 。公立大

学も含め,第一志望者のみで定員を満たすことは困難である。このような状態が続くと,造

船関係の大学へ入学する学生の質の低下をもたらし,延いては日本の造船業を担う技術者の

質の低下へと波及し,遂には造船関係の教育も産業も自滅してしまうことが危惧される。し

かし, 日本の造船業は全体としては依然十分な活力を有しており,ま た,造船技術者も造船

技術の新しい発展の方向を見定めて, 日夜,技術革新に努め,幾多の難関を乗り超えつつあ

る。この間の事情について若干の説明を加え,産船界の将来と人材の育成について,考察し

てみたい。

昨今,新聞やテレビが海運業や造船業について報道する内容は,ほ とんどが不況の事実ば

かりであり,明るい話はほとんど無く,こ のため,海運業や造船業は不況の代表的産業であ

るかのように認識されているように思う。しかし,海運業や造船業は裾野の広い産業であり,

日本の海運界には,中核となっている大手海運会社 6社の他に,約 750社 の中 。小手海運

会社がある。また,造船界には,大手造船会社 7社の他に,準大手の中手造船会社 19社 ,

中手造船会社 92社 と小手造船会社が約980社ある。石油危機以来,マ スコミが伝える造船不

況は,主として大型船を中心とした市場に関するものであり,そ の影響を最も大きく受けて

いるのは,大手 7社を初めとして,大型船を数多く建造して来た一部の造船会社である。し

かし,中 。小手の海運会社や造船会社は,マスコミが伝えるような好・不況の大きな波を直

接受けることなく,各会社がそれぞれの造修船種と規模に見合った,比較的に安定した操業

を続けている。かっての造船ブームの時の業績が余りにも華々しいものであっただけに,一

部の落ち込みの報道が,あ たかも業界全体がその規模で落ち込んでいると,誤 って受け取ら

れかねないことは,真に残念である。

顧みて,昨今のいわゆる“造船不況 "が ,単に専用船を造り過ぎたためだけでなく,石油

危機以来の世界経済の低迷によるものである以上, 日本の海運界や造船界全体が大きな影響

を受けていることもまた,事実である。これを克服するために,海運界も造船界も,と もに

血の惨むような経営の合理化に努め,同時に一方では技術革新を行なってきた。更に,昨今

の外国為替市場における急激な“円高 ドル安 "の傾向は,克服すべき事態を益々混乱させて

いる。こうした中では,業界の再編成が行なわれることも避けられないであろう。

世は挙げて“軽薄短小 '笹業をもてはやしている。“重厚長大 "産業の典型であり,ま た

“労働集約型 "産業である現在の造船業は,中進工業国によって取って替られるべき運命に

ある,と 言われている。最近, 日本の産業構造を,重・化学工業を中心とした輸出主導型か

ら,先端産業を中心とした内需主導型へ転換させるべきであると言う“産業構造転換論 "も

提言されているが,こ の提言が前記の“国際分業論 "に拍車をかけることになり,克服すべ

き事態を一層複雑なものとしている。このため,間 もなく日本の造船業は壊滅し,ついでに

-18-



造船技術も無用の長物と化す, と言う論議にまで発展しかねない趨勢にある。

日本は,毎年 6億 トンに及ぶ食料や原 。燃料等を輸入し, 7千万 トンに達する製品を輸出

している。これによって, 日本の経済が成り立っているのであり,そ れを支えているのが,

海運業であり,造船業である。国際分業や産業構造転換を進めることが, これからの日本に

課せられた歴史的課題であるにせよ, 日本の地理的条件を無視してこれを進めることはでき

ない。周囲を海で囲まれた狭際で資源に乏しい国上に, 1億 2千万人の国民がひじめいてい

るが,国民に雇用の機会を確保し,現在の生活水準を維持して,更に発展させてゆかなけれ

ばならない。“軽薄短小 "産業や第 3次産業は残念ながら大量の雇用の場を創り出すことは

困難であり,海外投資や債権の利子のみで,必要な財貨を得ることができないことも明らか

である。このような事情を考えるならば,我々は日本の活路を,先端技術で再装備された適

正規模の“重厚長大 "産業に見出ささるを得ない。そして,こ れを支えるのが,新 しく脱皮

した海運業であり,適正規模の新しい造船業である。

日本は,か って全世界で建造された新造船の半分以上を建造し,現在もなお,新造船の半

分を建造し続けている。日本の重工業の中で,全世界に対するシエアーが50%に達するもの

は,造船業を措いて他にはないが,こ れは, 日本の高度な科学技術を背景として,造船界が

絶えず技術革新を行なってきたからである。この高い技術水準が,中進工業国の造船界に対

して日本の造船界が持つ,最大の強みである。こうした強みを十分に活かせば, 日本の造船

業は有力基幹産業として,近い将来に復活することができるであろう。

このための方策は何か ?多 くの先輩たちが培った世界に冠たる造船技術を継承し,こ れ′を

将来に伝え更に発展させるものは,今の若い技術者であり,そ れは所詮“人 "の問題に帰す

る。中小企業も含めた多くの造船会社が,柔軟な発想力と強靭な思考力を持った優秀な人材

を求めているJl■ 由も,将にこの点にある。

では,造船業は,再び青少年にとって魅力のある産業となり得るであろうか ?

現代は,先端技術の時代である。新素材やエレクトロニクスを基礎としたコンピューター

技術,情報技術やメカトロニクス,更にはバイオテクノロジーなどが華やかな脚光を浴びて

いる。しかし,先端技術はそれ自身が単独で大きな産業として成立することは難かしく,こ

れらの技術を活用する“場 ",すなわち利用分野たる基幹産業が不可欠である。日本の海運

業や造船業は,こ れらの先端技術を採り入れて,絶えず技術革新に努めていることは既に述

べた。今や,船舶も,その設計・建造技術も日進月歩の発展を遂げつつあり,青少年の知的

関心を十分惹きつけることができるであろう。

目を海洋へ転ずると,領海 200浬 時代を迎えて,日 本の周囲には広大な経済専管水域が

拡がっている。海洋は未知の分野に満ちており,人類に残された最後のフロンティアである。

海洋に関する学問や技術は,正に総合科学として将来性豊かな分野である。このような海洋

の分野でも,浮体とは切り離せない意味において,造船技術が基本的なアプローチの手段と

なっており,その母体は同質である。この広大な海洋を有効に活用する技術を拓くことが,
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日本の造船界の新しい大きな課題であり,こ のため学際的な境界領域の教育
。研究が行なわ

れ′つつある。この使命は青少年の血を十分にたぎらせるものであろう。

さて,造船業が総合産業であることは良く知られているが,膨大な材料や製品を一つにま

とめ上げて船を完成させる造船特有の“総合技術 "は ,他の分野からは決して得られない重

要な技術であることは,余 り良くは知られていない。火力発電所や原子力発電所,航空機や

時代の花形である自動車産業などにおいて,造船技術から生まれた総合技術が活用されてお

り, これらの分野で活躍している造船技術者も少なくない。

また,造船業のもう一つの特徴は,巨大構造物を設計し建造する技術を持っていることで

ある。万里の長城やビラミッド,巨大墳墓等の巨大構築物が古代に建設されたが,21世紀に

は実現することが期待されている宇宙基地や海上空港,沖合人工島や海上情報都市などは ,

人類の未来を拓く巨大構造物である。このような巨大技術を開発し,巨大構造物を構築して

ゆく上で,造船技術者が果たすべき役割は大きい。

このような, 日本の新しい造船界の担ない手として,はずかしくない人材を多数世に送り

出すことが,我々造船関係の教育に携わっている者の果たすべき責務であり,希望と誇りの

持てる仕事である。

8.あ とがき

以上,本学の船舶工学科および海洋コースの概要を説明し,併せて造船界の将来について

言及した。本学は, 日本の西の端にある工科系の単科大学である。しかし,勉学に励む環境

は中し分なく,全国規模で集まって来た学生は,純朴である。特に,船舶工学科や海洋コー

スの学生は,海へ憧れ船が好きである青年が多い。こうした学生の純粋な希望を満たし,学

生をして有為の技術者たらしめるべく,私共教職員一同は日夜心を砕いている。

この小文が,我々の理念と心事を理解して戴くための一助となれば幸いである。

終りに臨み,全国造船教育研究会の益々の御発展を衷心より祈念するとともに,長崎総合

科学大学の船舶工学科および海洋コースの概要を,本誌に発表する機会を与えて戴いた,全

国造船教育研究会会長 池田稔校長先生初め関係諸先生に対し,深甚なる謝意を表します。
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ン ド ネ シ ア の 教 育 事 情

大 阪 大 学 工 学 部 造 船 学 科 多 田 納  久 義

1.序

1985年 (昭和60年 )6月 末から同年 8月 にかけての40日余りを,大阪大学創立50周年記

念行事の一環として行われた「南太平洋学術調査交流」の工学部lllの一員としてインドネシ

アを訪れる機会を得た。主たる目的はインドネシアの伝統的帆走舟艇の調査であったが,か

ねてからこの国の教育について興味を抱いていた著者は,子供の遊びの写真を撮ったり,小
。中学校を訪ねるなどして教育事情も若千調べてみた。

もとより言語や習慣の異なる国であり,時間的なtll約から納得のゆくまで見たり聞いたり

したわけではないから, ここに述べる所見も正鵠を得ていない点もあるかと思われるが御寛

容頂けるようあらかじめ御願いしておく。

2.イ ンドネシアの教育制度

インドネシアにおける学校教育の歴史は浅く, 1854年 にオランダの植民地統治法の制定

によって学校が建てられたのが始めてだと言われる。しかし,当時の植民地事情,国土の広

大さ,経済的な条件,言語の多様性等のため, 1945年 の独立宣言を経て, 1950年 (昭和

25年 )に教育法が制定され,は じめて学校教育が確立されたのである。従ってまだ35年の歩

みであり, 日本の歴史でみれば,明治の終りごろに相当すると考えればよかろう。

さて, 1950年 以降の 6年制義務教育への就学率は次のように上昇して来ている。

1950年

1961

1972

1982

39%

59

64

93

これらの数字が正しいものとすれば,こ の30年間に就学率を50%以 上引き上げたことにな

り,長足の進歩だということができる。

一方,日 本の場合どうであったかというと,明治 5年の学制公布以降40年間の就学率変化

は次のようであった。

年

明治 6年

16

26

36

大正 2

男

39.9%

69. 3

74. 8

96. 6

98. 7

女

15.1%

35. 5

40. 6

89. 6

97. 5

合 計

28.1%

53. 1

58. 7

93. 2

98. 2
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これらの記録でみると時代の差があるものの,両国は略同じ就学率変化をたどって来たと

いうことができる。ただ,イ ンドネシアの場合,最初から6年制義務教育であるのに対し,

日本の場合は最初 4年制小学校であり, 6年 制義務教育の成立は明治40年であった。インド

ネシアでは普通中学校の外,技術,家政,農業の各中学校があり,修業年限は 3年 である。

高校も家政高校が 4年制である以外は 3年であり,前記の特殊中学校に相当する高校の外に ,

社会事業高校,教員養成短大付属高校がある。ただ公立の中・高校の数は少なく,半数以上

が私立校だといわれ,教育費を支出できる家庭はかなりの年収があるとみてよい。大学の修

業年限は 4年半だが,実際には留年する者が多く, 5～ 6年を要するといわれる。このよ

うな大学へ子供をやるような家庭はハイソサエティーに属すると見て間違いないようであり,

日本のように奨学金をもらい,そ の上にアルバイトをして大学や大学院を出るような例はな

い。

中学・高校及び大学の種類をまとめたものが次の表である。

中学校

普通

技術

商業

家政

農業

高 校

普通

技術

商業

家政

農業

社会事業

教員養成

短大付属

大 学

人文,法律

社会,経済

工学,理学

医学,農学

教員養成

短期大学

3.子供の遊び

インドネシアの子供たちの間にはどんな遊びがあるのか,どんな遊びが子供達を夢中にさ

すのかは興味のあるところであり,ま た遊びから子供達の知的レベルをうかがい知ることも

できよう。

どこの国でも同じだろうけれども, ここインドネシアでも男の子は活発で,サ ッカー,凧

上け,バ レーボール,独楽回し,自転車遊びなどと遊びの幅がひろい。ジョグジャカルタで

は更に一歩進んで実益を兼ね,パチンコで雀をとっていた 2人 の少年がいた。ただ自分で何

かを作る,創造する遊びとなるとその数がぐっと少なくなるようである。ジャヮ島西部の標

高 5～ 700″ にあるバンドン市では適当な風が一日中吹いているせいか,真四角な紙に竹

ひごを 2本とめただけの最も簡単な凧が沢山あげられ,お互いに糸の切りあいをやっていた。

しかし, 自作のものはないようであり,バ ンドンエ科大学のエコー先生は昔僕らはみんな手

作りで楽しんだものですがねと歎いておられた。著者の子供の頃は糸捲きも工夫して作った

ものであるが,こ こでは申し合わせたように缶詰の空缶である。スラビジ島の南端, ビロ村

の造船所では父の所作をまねて小さな帆船を作っていた男の子,ジ ョグジャカルタでは小さ



な車を 4つつけた板切れに長い柄をつけて引き回している男の子,ス ラバヤではビニールパ

イプを組み合わせて 1種の楽器一―ただ「ホー。」と音の出るだけのものであったが一―を作

っていた子供に会った。ジョグジャカルタの南,イ ンド洋に面した小さな街では風力発電で

各家庭に送電していた。そうして,多分これを真似たであろう,小さな風車が並木の枝に取

り付けてあり,一瞬珍しいなと思って写真を撮ったけね′ども,よ く見るとそれは単に竹を害リ

って長さの中央に孔をあけただけのもので,翼形に削ったものではなく,正直なところがっ

かりさせられた。発電用の風車は 3台あって其のうちの 2台は昼間で発電の必要がないのか ,

補修中なのか止っており,フ ロペラを観察する機会はあるはずである。

精巧ではなくても一応翼形にしてほしいと願うのは無理な注文であろうか。

さて,こ れらの男の子の遊びに対し,女の子の遊んでいるのは殆ど見ることが出来なかっ

た。一体女の子は自由な時間をどう過ごしているのだろうかと思い,ホ テルのフロント係を

している主婦に,「あなたのお子さんは ?Jと 聞くと,家てお手玉をすると言い,夕万涼し

くなってから歩いてみたらとすすめてくオ1′た。たしかに昼間は暑いから,よ ほど広い木陰で

もない限り,友達といっしょに遊ぶ気にならないかも知れない。やっと見つけたのがスラバ

ヤでのママコトとジョクジャカルタの立派な家の庭の木陰で楽しんでいる小学生の縄りsびの

2例のみであった。写真 1・ 2がそれである。写真 3は 2人 の男の子が仲良く折紙をしてい

写真 1
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小学生の縄とび

写真  3  折紙
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た場面に偶然行き合わせたもので珍しいスナップである。

またこれはこの国特有ではなかろうかと思うが,各家の道路に面した側にはテラス風の場が

あり,椅子とテーブルが置いてある。大人たちはよくここで椅子にlll掛け,表通りを行き交

う人々や車を眺めて時を過ごす。そうして子供達も大人に習ってここで無為に過ごしている

のを見ることが多い。暑さはこうも人間を消極的な性格にするものであろうか。あらためて

四季のある日本の有難さをしみじみ思う。

4.学校の実情

4-1幼 稚園並びに小学校の場合

7月 17日 ,セ マラン市 (人口 100万 )で キ リスト系の幼稚園を併設している小学校を見

学した。インドネシアでは朝が早い。 7時 20分 というのにもう授業が始まっている。この学

校では幼稚園から6年生まで約 450名 の児童 。生徒がいるが, 7時から12時半,12時半か

ら17時迄の 2部制の授業を行っているから,写真 4に 見られるような比較的小さい学舎で収

容可能である。本校のような 2部制の授業はインドネシアでは普通であるが, これも私の知

らないことであった。

キリス ト教系の小学校

恣

一釉

写真 4
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写真  5 附属幼稚園

写真 5は付属の幼稚園である。教室には何人もの父母が入って子供になにやら話かけてい

る。中にはおやつらしいものを渡している母親もいる。そうしてまた教室の外に多くのお母

さんらしい人達が居てお互いに雑談をしている。今日は何か特別な行事でもあるんですかと

尋ねたら「いつもこんな風です。」との返事だった。これでは教える先生方も大変だろうと思

う。ジョグジャカルタで見た幼稚園も全く同様に父母, とくにお母さん方の見学が多かった

から,イ ンドネシアでは何処でも同じてみてよかろう。

小学校の教室では写真 6のように女の先生が30名位の生徒を教えていた。生徒たちの表情

は明るく,授業を楽しんでいるようだった。この小学校の月謝は 2,OoOル ビアツゴが, その

分はダンスを教えたり,ホ ーイスカウト運動に参加するなどによって還元しているとのこと

であった。またこの街での未就学児童は 1%位,小学校から中学校へは 100%が , 中学校
から高校へは50%位 が進学するとの説明があった。数枚のスナップ写真をとった上,校長先

生と体格のよい教頭らしい女の先生を一緒に写したら,ぜひ送ってくれとのことであった。

#)こ の国の通貨の単位。当時 44ル ピア■ 1円 だった。



LI11ギ

写真 6 小学校の授業風景

4-2技 術中学校
セマラン市から東へ 100ん″行ったレンバン市で技術中学校を見学した。うまく校長先生に

行き合う。日本から来たというと大層喜んでくれ,早速学校充実のための年次計画書を取り

出して説明し,今ここまで出来たんだと満足そうである。そうして,本校には機械 。電気並

びに建築の 3学科があり, 1年 生 170名 , 2年生 154名 , 3年生 96名 ,合計 420名 の在

校生を抱えていると説明があった。 (写真 7)

高学年にゆくほど生徒数が減少しているのは,途中で就職するせいだそうである。

これに対し,教員数32名 ,いかにも粗末な木製机を並べて職員室が構成されている。各教

室も飾り気のない,質素なものでやや殺風景かとも思われた。生徒の 1/3位 は女子だった

ように思う。実習生を見せていただいたが,電気実験室の壁には簡単な配線コードが出てい

るだけで装置はない。何処かに保管してあるのだろう。機械実習室には縦万力,旋盤, フラ

イス盤等があったがいずれも中古品の,かなり使い古したものであった。工具は写真 8のよ

うに壁に設けた収納棚に入れて施錠するようになっていた。

木工室には,生徒の作品だという小さな椅子)盆並びに木彫工芸品らしいものが雑然と置

いてある。椅子の材はとても堅そうだったので,最初は工作の容易な木材の方がよろしいの

ではと尋ねたが,出来上がれば各自の家に持ち帰らせ,長 く記念に残るよう,丈夫な万がよ

いとのことであった。 (写真 9)
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技術中学生の新入生

技術中学校の工具棚
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生徒の多くは自転

車通学とみえ,校庭

の片隈にある自転車

置場はあ遮、れる程だ

った。この学校は特

殊学校なので, 7時

～13時 15分迄の授業

だそうである。また

この街にはこの種の

学校は本校のみのた

め 700ル ピアの月謝

を払うことができれ

ば誰でも入学出来る

そうである。

最初,英語を教え

ているという女の先

生が出て来て,汗を

拭きち、き何か話して

くれるんだけど,さ

っぱり通じなくて要

領を得ない。結局私

の連れていったバン

ドンエ科大学の学生

の通訳に頼って無事

訪間を終えた。

4-3家 政高校について

写真  9 中学生の写真

高校はいずれも3年制かと思ったが,家政高校に限り4年制らしい。人口 200万 のスラ

バヤ市では客室数20はかりの小さなホテルに投宿したら,たまたま公立家政高校の 4年生数

人が実習に来ていた。18～ 19才 というけどもう 1～ 2才若く見える。ホテルの従業員の一人

を介 していろいろ聞いた結果,大凡次のような情報を得た。

生徒 総数

月   謝

必要経費/月

授業時間

460名 (30名学級 )

3,500ル ピア

5,000フレピア

7～ 12時 , 7時間授業

4年生になるとこのようにホテル,病院その外の施設で実習をすることが多いので 4年制

になっており,卒業すると8～ 10万 ルピアの月給取りになれるらしい。また更に勉強したい

-29-



場合は,ホ テルアカデミーのような専門学校に進むことができる。家政高校というと女の生

徒さんばかりかと思うがインドネシアでは約半数が男の子らしい。事実,こ こにも4人の男

子生徒が来ていたが,外国人と接触 してみるというようなことには女子生徒の方が積極的な

ようである。このホテルで私に詰しかけ,学校の様子をいろいろ教えてくれたのも3人の女

子生徒であった。中でもクリスチャンだというマリアちゃんは,私が記念にやつた鉛筆にキ

ッスをした程であった。

彼女たちは日本人だからといって特別な感情はもっていないと思うが,自分たちと同じ則L

の色だし,顔形も似ているから何となく話しやすいのであろう。住所氏名を書いて手紙をく

れということだったからそのうち手紙を出そうと思っているg表 1は同校 4年生前期の授業

家政高校 4年前期授業時間害1

月 火 水 木 金 土

1 清 掃 国 語 歴  史 国 史 体 育 国家 5原則

2 清 掃 国家 5原則 国家 5原則 国 史 体  育 国家 5原則

3 清  掃 実  習 国 語 英  語 実 習 国 語

4 国 史 経営学 国 語 英 語 経営学 国  語

5 英 語 体 育 アイロンがけ
イ ンテ リアル

デコレーション 経営学 国 史

6 経営学 体 育 ァコレーション
イ ンテ リアル

デコレーション 自 習

7 実  習 英  語 ァコレーション
インテ リアル

デコレーション 自 習

7:00～ 12:10,45分授業,週 40時間

時間割を示す。朝 7時から12時 10分迄の,45分授業で週40時間。月曜日は朝清掃があり,そ

のあと10分間の休憩がある。国家 5原則あ導間が多いのには驚く。国語,体育,国史がこれ

についで多い。

#)こ の国の国家形成の理念を示す 5つ の原則で参考文献の後に示す。

5。 大学と大学教官の待遇

滞在中,バ ンドンエ科大学,ジ ョグジャカルタのガジャマダ大学,ス ラバヤエ科大学,ス

ラビジ島のハサノデン大学の 4大学を訪ねることができた。いずれの大学のキャンパスも広

大で,バ ンドンエ大を除いては特に市域との間に境界がないようであり,キ ャンパス内を私

営のバス,馬車それにペチ常まで走っている。

東南アジア最大の規模を誇るガジャマダ大学は起伏もあり,樹齢 300年になろうかと思わ

-30-



れるような大木が生い茂るジャングルの区域も残っている。ハサノデン大学は新しいキャン

パスに移転中であり,完成中半の学舎内を何十頭もの水牛がゆっくり横断してゆく風景はま

さに牧歌的であった。

写真10はバンドンエ大の正門である。ここにはオランダの統治時代そのままの学舎も残っ

写真 10   バンドンエ大の正門

ているが,新 しい建物も続々と建設され,最新の実験機器や工作機械,さ らにコンピュータ
ーもあり, 日本製品の導入も見られた。写真H,12は卒業設計中の学生達と視聴覚教室を示

す。

#)輪タクのこと
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卒業設計製作風景

写真 12   立派な視聴覚室
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学科の規Itlまガジャマダ大学の土木科の場合,教授から一般事務員迄の教職員総数は60余

名。在籍学生数は 650名位 とのことであった。教室ではマイクロホンを使用することが多

く,声は通るが,ス ライドやOHPは 見にくくて困るとのことである。会社等の現場での実

習は3年次に2週間,5年生前期に 3ケ 月あり, これを終えてから卒業研究を仕上げさせるら

しい。

教官の給与は最近∽%ほど引き上げられたが,そ れでもなお低いといわれる。ボーナスは国

が何か儲かると出してくれるが,定期的には出ない。従って夫婦共稼ぎというのは当然で ,

主人の方はアルバイトにも精を出さざるをえないのが実状のようである。その代り,教官に

は立派な宿舎が貸与されている。スラバヤエ大,ハサノデン大学では官舎がキャンパス内に

設けてあり,両方とも 1軒ずつ拝見したが,充分に広く,家具も貸与されていた。もう一つ ,

大学教官には特権がある。それは家を建てるための資金が20年の均等償還で借りられるとい

うことである。

インドネシアには

ローンの制度は確立

されていないし,毎

年少しすつ下落する

ルピアの価値のこと

を思えばこの特権は

大きい。カジャマダ

大学のアルデー先生

の場合,700万 ルピ

アを借り入れて,写

真13のような立派な

家を自分で建て,今

毎月 6万 ルビアを返

していると聞いた。

写真14がアルデー先

生御夫妻,写真15に

家の中の飾棚をそれ

ぞれ示す。

写真 13   アルデー先生が自分で建てた家
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写真 14   アルデー先生御夫妻
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アルデー先生の家の飾 りlll

6 大学生気質と大学予備校

大阪大学でもそうだ力ゞ,ガジャマダ大学でも建築工学科には女の学生が少 し居るらしい。

私共の調査を手伝ってくれた 2人 ,眼鏡をかけて英語の達者なアミさん,少 しはにかみや

のウイナーニさんは女の子だった。

アミさんは色は黒いが活発で「休日は何処へ行きますか。王宮ですか,伝統芸能でもみる

んですか。私が案内してあげます。」と積極的である。彼女はアルバイトで外国人相手の観光

案内をしているという。道理で英語がうまい。またそれだけに我々の英語力に対する評価も

きびしく,仕事の手順や資料整理の万法がまずいなどとクレームをつけるのも彼女であった。

一方のウイナーニさんはおとなしく,話 し掛けても返事が聞けるまでに時間がかかる。彼

女が或る日「母が作ったから食べて。」と持って来た箱をあけてびっくりした。とてもきれい

なパンが入っている。日本だってこれだけ上手にパンを焼ける奥さんは少なかろう。
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一方,バ ンドンエ大の男子学生 3名とは比較的長いつきあいで,私と同じ部屋に泊まった

学生もいた。その中の一人,ベスタ君は私のしゃべる英語を一度で理解 し,す ぐインドネシ

ア語に言い換えてくれたので大助かりであった。彼はなぜ日本が戦後の廃虚の中から短期間

のうちに復興し,今日の繁栄を誇る国になったかについて興味があり,私なりの説明をして

おいかが資料の持ち合わせもなく,不充分だったと思う。

またタムリン君には禅間答について質問されたが, もともと難解で不合理な点もあるよう

に思える禅問答を英語で説明しようとするとなかなか難 しい。大体自分自身がよく解らない

ことを英語で話すこと自体がナンセンスで,つ じつまが合うわけでも,本質を理解 してもら

えるわけでもない。

もう一人 ,ユ ダ君は東京生まれの日本びいきであった。彼は幼いうちに帰国しているから

両親から教え込まれたであろう,天皇 。富士山 。新幹線 。それに生活レベルについてまで詳

しく知っていた。

学生生活は様々のようであり,バ ンドンエ大の学生凡そ 8,Ooo人の中 , 約一割 がモータ

ーバイク通学, 600人 が寮生活 ,マ イカー利用者は 2～ 30人 らしい。

ベスタ君は友達 3人 と小さな,FIl呂付きの家を年間80万 ルピアの家賃で借りているという。

そうしてこの家賃は入居後 2ケ 月のうちに全額払わなくてはならないということであった。

バリ島で会ったメデダルマ君はバリ語を勉強しているといっていたが大の親国家であった。

彼に言わせるとヨーロッパ人はエゴイス トだ,特にオランダ人, ドイツ人は無口で自分たち

が楽しむだけで,我々との交歓は望まないんだという。それに比べたら日本人はまだましだ

と私に丸木舟を作る木を教えたり,空港へ行くタクシーを手酉dし てくれるなどとても親切だ

った。

これらの例に対し,ハサノデン大学では地方のせいか,英語の話せる学生が少ないように

思われた。それは学生に何か問い掛けても,「 インドネシア語が出来ますか。」と聞き返され

ることが多く,帆装商船にl■lす る私の講演と質疑応答に約 2時間を費やしたが,出席してい

た女子学生 2名 を含む約20名の学生からは,教官らの勧めにもかかわらず遂に何の発言もな

かった事実からもうかがい知ることが出来る。

バンドンエ大の場合,外国語は英語で 1年生の時,毎週 2時間あるだけだから高校までの

修得レベルにより個人差が大きいということだった。なお,入学試験課目に英語は含まれて

いない。

高校での成績が上位10%に あれば希望する大学へ入れるらしいが,こ れ以下の学生は卒業

後行われる入学試験に合格しなくてはならない。このための大学予備校があり, 5万 ルピア

払えば 2ケ 月の,20万 ルピア払えば 6ケ 月の授業を受けることが出来る。これはバンドンで

聞いた話だが他の都市でも同様であり,最近特に 6ケ 月コースで学ぶ者が増えつつあるとの

ことである。

7.テ レビ放送とノンデグリー大学
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こちらのテレビは16時 30分から23時までの 6時間半放映されるのが普通で,日 曜日はこれ

に朝 8時から13時までの 5時間が追加される。勿論 1チ ャンネルのみであり,地方局の持ち

時間で多少ローカルカラーを出すにすぎない。そんなわけでまだ珍しいせいもあるのか,皆

さんテレビを見るのが好きである。例えばホテルのルームボーイなど放映中は内容が何であ

れ,ロ ビー脇に置いてあるテレビの前に打ち揃ってジッと見ている。そしてお客さんが来る

と,その中の 1人がやおら腰をあげて応対に向かうといった具合である。

NHKが 指導したそうだが,内容はかたく, 日曜日の夜 7時のニュースのあとでも何やら

偉い人の対談があったり,宗教色の強いドラマが始まったりする。歌謡曲とか,伝統芸能の

類はやや遅く放映されるのが普通のようだ。またこれも多分NHKの 指導だろうが,教育的
内容,例えば果樹苗の育て方から収穫まで或いはまた英語会話といったものが放映されてい

る。但し, 日本のようにテキストは一切出版されていないから実際にどれだけ効果があるか

は疑間である。

なお,新 しい14イ ンチカラーテレビで32～36万 ルピアであり,月 間支出額 7万 5,000ル

ピア以下の家庭が都市部で75%で あると言われる 1980年の統計結果から想像すれば,テ レ

ビセットはかなり高価なものといえよう。またテレビの視聴料はカラーで月 3,500ル ピア

である。

このテレビ放送とは直接の関係はないが,変 った教育の方法という面で共通するノンデグ

リー大学がある。これ′は大学だけれども卒業時に学士号を与えない,従 ってマスターコース

ヘの入学資格もないものである。現在のところ,バ ンドンエ大,ボボール農大,ガジャマダ,

インドネシア,及びハサノデンの各大学の機械,電気,建築,土木というような一部の学科

に併設されており,卒業生は大企業の会社へ有利な条件で就職できるとのことであった。

在学生の数とか,入学時の競争率とかについても聞いてみたが,こ の国では情報の公開と

か,交換が不足しているせいだろう,は っきりしないとの返事であった。従って,どの程度

この変った教育システムが機能しているかについての考察は出来ないが,大学への入学競争

率が高く,入学出来なかった者や社会人になった後更に勉強を続けたい人々にとって救いの

場になっていることは事実のようである。

8.新教授就任祝賀会に出席して

今日, 8月 12日 ,月 曜日はガジャマダ大学のアルフィアン博士の教授就任祝賀会のあるお

目出たい日である。

この祝賀会に出席するように勧めてくれた画家のサハール氏が迎えに来てくれるはずであ

ったが,奥さんが会場の生け花を担当しておられ,早めに行きたいと代りにアルデー先生が

車で私の宿舎へやって来られた。会場である写真16に示した大学本部に着くと今しも一人の

立派な紳士が車を下り立たれるところであった。「あ,こ の方も出席されるな。」と思い,声

をかけてみるとやはりそうであった。新教授は伯父さんにあたる方でジョグジャカルタ市の

東北50カ″にある人口47万 のソロ市を朝早くたって今着いたといい,招待状を見せられた。お
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写真 16   ガジャマダ大学本部

めでとうこざいますと言う。豪華なロビーを通り抜けて三階の会場前に着くと受付があって ,

住所氏名を書き,サインをするようになっており,何人かの御婦人が立っておられる。その

なかにサハール夫人の姿もみえる。伝統的な服に身をつつんだ今日の夫人は一段と美しい。

会場は大層きれいなホールで正面にはガループ顔,そ の左右に正副大統領の写真が掲けてあ

る。更にまた左右の壁際には学部ののばりらしいのが21本立ててある。参列者用の椅子も多

い, 400席はあろうか。

#)こ の国の守護神といわれている神聖な鳥。

定刻,10時 ,学長並びに新教授,代表教授の入場がある。その中の四万は御婦人である。

全員が黒のガウンをまとい,キ ャップをかぶり,中には勲章をつけておられる方もおられる。

(写真17)学 長が木槌で机をトントンとたたき開会をつげると新教授の記念講演が始まった。

新教授のアルフィアン博士は歴史が御専門で,今 日は歴史学に関する博士の理念というか ,

新しい考え方についての講演だそうである。博士の長年に亘る研究のエッセンスを 1時間に

わたりお話し頂いたのに,イ ンドネシア語のため内容が少しも理解出来なかったのは残念で

あった。講演が終ると会場からバルコニーヘの出口にアルフィアン博士と親戚の万らしい二

人の婦人が立たれ,参列者は握手をしつつおめでとうございますと言い,バルコニーヘ抜け

る。私もお歓び申し上げ, 日本の大阪大学から参りましたと言うと博士は日本語で「どうも

ありがとう。」と御礼を言われた。写真18の中央がアルフィアン博士である。バルコニーには
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新教授就任祝賀会々場

贔

物
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テーブルがいくつか並べられ,生け花で飾り,茶果の用意があって,早 く出られた方はもう

賑やかに歓談しておられる。 (写真19)私はサハール夫妻をさがして奥さんの活けられた花

の前で,き れいに写りますように念じながら写真を写してあげた。これが写真20である。奥

:や薔 ■

・ヽ■|●

||‐ |

●

:や
‐
ヽ|

‐1:

写真 19 バルコニーでの歓談風景
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さんは生け花の真になっている花

を指差しながら,「これは椰子の

花だけど食べられる実はならない

んですよ .」 と説明してくれた。主

人のサハール氏は日本にいたこと

のある新聞記者を,アルデー先生

には教授の方をそれぞれ紹介して

頂き,始めて出席した祝賀会―一

おそらく再び出席することはない

であろう新教授就任祝賀会一―を

思い出深いものにして帰途につい

た。車を運転しているアルデー先

生に「今度はアルデーの番ですよ。」

といったが,そ の通りになると本

当に嬉しい。

写真 20   画家のサハール御夫妻

9.日 本へ留学経験のある教官と対日感情

今回のインドネシア訪間では最初から最後までガジャマダ大学のアルデー先生,バ ンドン

エ大のエコー先生の御二万に大変お世話になった。勿論これら両大学と共同調査したわけで

あるから当然と言えばそれまでだが,そ れにしても親身になって, ジャカルタでの科学技術

院への申請から地万自治体や警察への交渉,現地調査,資料整理,勿論,学生の手配から我

々の観光案内まで随分よくして頂いた。アルデー先生は 6年半の在日研究生活を送ったと言

われ,奥 さんも京都大学で長期間勉強されたらしい。エコー先生は短くて一年ほどだそうで

あるがそれでも日本語がうまい。私共は言葉の点でも大助かりだったわけである。

またスラバヤエ大のムルテジョーノ先生は,広島大学で修士号を取得された方で,こ の方

も日本語が上手だった。日本では大変よくして頂いたからといって私に大層御馳走してくれ,

港の見学に特別の便宜を計り,資料をすぐコピーするなど御返しをしてくれた。奥さんも日

本はよかった, もう一度行きたいといっておられた。
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ハサノデン大学のハマダ先生も神戸大学へ留学していた方で,下のお子さんは日本生まれ ,

名前も「ユキ」ちゃんと日本風である。奥さんは古いアルバムを見せながら, インドネシア

語の上手だった産婦人科の先生,留学生会館での楽しかった思い出,家族で行った旅行など

について話してくれた。

ガジャマダ大学のゲストハウスで会ったウイノト教授の奥さんも大の日本びいきだった。

彼女はお気の毒に,教授が 3年 前に亡くなられ,そ の後このゲストハウスのレストランを息

子さんや娘さんとやっておられるらしい。教授と日本へ行ったときの思い出一一皇居二重橋

前での記念撮影,京都で泊まったホテルのきれいだったこと,美 しい町並み,清潔でおいし

い食事,多分二条城であろう,印象的な城,百貨店での自由な買い物などみんな忘れられな

い思い出だと,あたかもそれらの情景を今見ているかのような表情で話された。そうして小

学生のころ日本人の先生に習った富士山の歌を唄ってきかせた後,「 これは私のサービスだ

から。」とアイスクリームを御馳走になった。

このように皆さんから「日本はよかった。もう一度行きたい。」と言われると無性に嬉しく

なる。大阪大学にも国際交流会館があって沢山の外国の方々が勉強しておられること,家族

用の部屋もあって住みやすいことを説明し,ぜひ来てくださいと伝えておく。

一般的にいってこの国の人々の対日感情は良い。年配の方で日本語を覚えている人は片言

で話しかけてくる。そうして日本軍について語った人もいたが悪い感情はなかったようであ

る。むしろ,「我々が独立出来たのは日本の御蔭だ。あの戦争がなかったら今もこの国はオ

ランダの植民地だよ。きっと。Jと 日本人をほめてくれた人にも会った。またある時など,高

校生らしい女の子が今しもペチャに乗ろうと値段を交渉中なのに出会った。あ,可愛いい高

校生だなと思って通り過ぎたが, うまく交渉がまとまったとみえて後ろからベチャに乗って

やって来た。そうして追い越しながら「こんにちは。Jと 日本語で挨拶してくれた。そね′だけ

のことだったが非常に感じがいい。―一― もうすぐ日本へ帰るんだけどまた来よう一― という

気になるから不思議である。

10. おわり1こ

インドネシアに 6週間滞在し,そ の間に教育関係について見聞きしたものを一応まとめて

みた。読み返してみるともう少しよく調べればよかったという点が多い。

しかしながら教育制度の概要と教育の実情は一応理解して頂けたことと思う。

この国は発展途上国であり,教育のほかにもいろいろな問題,夕1えば人口抑制,雇用,交

通,上下水道,住宅等々を抱えていてこれらが大変である。

幸い, インドネシアの皆さんは日本に対し好意的であり, 日本へ留学されたことのある方

々がそれぞれ要職にあって活躍しておられるのを見ると自分のことのように嬉しい。

今後両国の間がますます緊密になり,友好関係が永続するよう祈って筆をおく。
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船に関する一般的なことがらから、船舶の建造過

程□応じ船の構造と設備＼船の理論と設計、船の

建造・修理と改造など、造船全般の勝要な知識の

すべてを詳細に解説したもので、学生・現場技術

者向の絶好のテキスト。 B5・ 5800円 (〒300円 )

商 船 設 計
錮 酬 編 躊 編

船舶設計に必要な適船学をはじめ、材料・機械の

知識を解説したもので、商船設。lの基礎知識の理

A5・ 1400円(〒250円 )

全国造船教育研究会編舟合尭自EEタト

造 船 工 学
鋼 酬 精 薩 編 造船設計便覧 晒酬絵編

【最新のルール,資料|こより全面改訂したI

彿 4版〉 一般・材料・基本。l画・船殻・艤装・

濡洋、港湾その他と6章にわけ、造船設.Iに関す
る最新の理論とテータを集大成したわが国最高の
造船設。l指針。 A5・ 25,000円 (〒400円 )

解に役立つ好著。

船 体 構 造 力 学  叡 髪 膨

船体僣造要素を対象とした基礎的Po5題の強度解析
がら船本構造解析＼マトリックス有限要素法まで

最近の研究成果をもとに解説した墨へ図書。
A5 20,000円 (〒400円 )

理論船舶工学 舞雅信著
広範囲にわたる造船学の諸理論をわがりやすく解

説した船舶工学の決自板。 (B5・ 〒各300円 )
上巻・算法・復原力・進水・積量演l度  5000円
中巻・トロコイド波理論・強度・振動  3500円
下巻・船体動揺 抵抗・推進・旋回   4200円

船舶・海洋技術者のための

不規則現象論
菅丼/高石/安藤/平野/大津/小lT/織田共者
海洋こあける船舶や海洋開発用の各種構造物の性

能 |こ関する基本的な方法一一不規貝」変動現象の見

方・解析の理論 それらの設計や運用に対する適
用法の知識―一のガイダンスとなることを意図じ

たIdt術書です。 A5・ 4,800円 (〒300円 )

1983年 海上人命安全条約 海洋汚染防止条約 鰤 0対詢
-4974年濡二人命安全条約の1983年改正一 運輸省運輸政策局環境課監修 8,500円(〒300円 )

MARPOL73/78条 約本文につつき,84改正,
85改正を取りこみ,PaA基 準の最終決議収録。

'74SOLAS第 二次改正( (栗禾0対訳)

運輸省海上技術安全局監修 価10,000円 (〒350円 )

>」 型ヽ船造船業法による主任技術者の唯一の設計参考書。(〒300円 )

造船材料、現図、各種工事、検査 試験など船舶
エイ乍の実際がわがる。  ∧5・ 2200円 (〒250円 )

造 船 用 語 辞 典
出□増人著

造船・造機 設計関係用語糸卸 ,000語を英禾□不0莫
と図面により解説。   B6・ .3200円 (〒250円 )

輛
船 体 各 部 名 称 図

池田 勝著 /各種船舶の船体各部名1771、 旧本構造
名称、船体艤装名称ガ立体的作図の絵と英和名dlTl
こよりすぐ覚えられる。 B5・ 3000円 (〒300円 )

1981年海上人命安全条約 装
-4974年海上人命安全条約及び1974年海上人命
安全条約の1978年議定書の1984年改正(正訳)一
運輸省海上技術安全局監修 価8,500円 (〒350円 )

出内保文監修

12m以上、699「―ンまでのプ」ヽ型船を
対象とした設計と裂図に関する詳

細な実務書。小型船舶安全規貝りの

施行に伴つた解説書で、著者設計
こよる各種小型88、 高速艇がとり

あげられているc

細
高
小
小

廃
速
型
型

艇の設計 製図 A5抑∞円

設計

計図

船
船

製図 A5・ m∞円の
設

と
と
集 B5 5000円

子

ハ

電

装
。
艤
気
気
電

電
帥
帥

舟

舟

工学便覧
ンドブック

日本舶用機関学会 編

A5・ 1050頁 22,0∞円(〒400円 )
日本造船学会議装研究委員会 編
A5 900頭 25,000円(〒400円 )



覧校学

区分 校 名 一Ｔ 所 在 地 電  話 校 長 名 科 長 名

東

部

北海道小樽工業

高等学校
047
小樽市最上

1丁目 29番 1号
(0134)

23‐ 6105代
品川 三雄 井澤 仁志

岩手県立釜石

工業高等学校
026
釜石市大平町

3丁 目2番 1号
(0193)

22-3029
佐野  昭 田村  孟

神奈川県立横須賀

工業高等学校
238
横須賀市公郷町

4丁 目 10番地
(0468)

51-2122 井上 厚宏 小駒 義就

二重県立伊勢

工業高等学校
516
伊勢市神久

2丁 目 7番 18月
①596)

23-2234 高橋  章 景山 裕二

中

部

神戸市立神戸

工業高等学校

神戸市須磨区西落

合 1丁 目 1番 5号
(078)

792-5095
池田  稔 上野健二郎

兵庫県立相生

産業高等学校
678
相生市千尋町

10番 50号
(07912)
2-0595

吉田  弘 吉積 次郎

徳島県立徳島東

工業高等学校
770
徳島市大和町

2丁目 2番 15号
(0886)

53-3274 岩佐 健二 今枝 靖雄

高知県立須崎

工業高等学校
785
須崎市多の郷和佐

田中甲 4167-3
(0889)

42-1861
森田  清 津野  隆

西

部

島根県立松江

工業高等学校
690 松江市古志原町

500

⑩852)
21-4164

川本 忠俊 神田 黄道

広島県立

因島北高等学校

(機械科 )

722
-21

因島市重井町長浜

5576-1
(08452)
4-1281-2 中本  豊

造船担当

連絡係

桝井 真介

広島県立木江

工業高等学校

725
-04

去桑是尋異撃沖浦
1980-1

(08466)
2-0055

内田  正

山口県立下関中央
工業高等学校

下関市後田町

4丁目 25番 1号
(0832)

23-4117
伊藤 健男 槙  武俊

長崎県立長崎

工業高等学校
852
長崎市岩屋町

637番地
(0958)

56-0115
久保 正徳 宮崎 敏夫
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|

昭和 61年 3月 卒業生徒進路状況

学校

項 目
A B C D E F G H I J K L M 計

就

職

造  船
技 術 職 1 1

技 能 職 4 4 1 1 3 1 2 7 1

設 計 事 務 所 6 6

鉄 工 所 6 4 6 8 4

機 械 製 造 1 7 9 3 1 4 1 3 6

車 輌 製 造 3 1 5 4 4 6 6

車 輌 整 備 l 3 2 4 1 1

車 輌 販 冗 1 1 1 3

建 設 業 3 1

運 輸 1 1 2

電 気 機 器 1 3 1 3 6 1 4 6

化 学 工 業 1 2

木 工 1 2 2 1

印 吊J 1 1 1 2

製 陶

自 営 3 2 1 2 1 1

食 1 1 1 8 1

繊 維 3 1 2 3 1 1 11

公務員

技 術 職 1 1

般  職
警察自衛官 1 1 1 1 1 l 9

サ ー ビ ス 業 3 5 2 1 1 1 4 2 1 1

そ の 他 1 1 1 3 7 7 1 1 1

計 17 34 385

進

学

大  学
理 工 系 1 1 2 1 1 2 2 2

文 科 系 2 1 1 1 1 6

短  大
理 工 系 1 2 1 1 2 7

文 科 系 l 1 2

専門校

電 子 技 術 1 4 1 4 2 2 1

自動車整備 2 J 2 5

職 副‖ l 1 2 4

デ ザ イ ン 1 1 1 3

簿 l 1 1 3

放 送 1 1

理 美 容
写 真 l 1

建 設 l 1

調 理 1 3

園

外 2

そ の 他 1 1 2 4

6 1 3 5 6 7 5 2 11 3 7

そ 他の 3 1 1 8

計 38 38 462
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糞  
全 国 造 船 教 育 研 究 会 の 歩 み

  糞
※                          ※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

昭和 34年～昭和 59年 6月 まで省略



21世 紀 の 地 球
― そ
のすべてが三菱重工のフィール ドだ

不可能を可能へ。

技術の使命と真髄は、

いつの |ILに もここにある。

1811L紀の産業革命以来、

人|1可は技術によって、

大空を翔け、大洋を渡つた。

そして、時代は今、

新たな産業革命を迎えた。

宇宙、海洋、エネルギー……

われわれが取り組むフィール

限りなく広い。

ド(よ、

◆
ハ
三菱重工業株長會耐



21世 紀 へ の挑 戦

海、

広大無辺な紺碧の広がり。生命の源。

それは計り知れないほどの数々の恵みを、

私達に与えてくれます。

船、一―
―

より遠く、より早く、より安全に。

それは大古の昔から大海原を

駆ける、大切な交通手段です。

そして今、

一
時代とともに多様化してゆく

船はもとより、海上都市 、

人工島、海洋牧場、豊富な

各種資源の開発…… と、

海との係わりにおいて

無限の可能性が広がってゆきます。

21世紀に挑戦する住友重機械。

私達は、いつの時代でもフューチャー

クリエーターでありたい、そう考えています。

追浜遣船所 ● 神奈川県横須賀市夏島町19番地 電話

驀響 露 ● 神奈川県横須賀市1戸 賀町4丁 目7番地電話
`lJ468,65-l151
10468141-21H

所

1大代 表

`六
代表

くコンピュータ |
支援設計C劇

任友菫機械工業株式会社
浜



会 の あ ゆ み

年 月 日       事            項

昭和34.6 中国五県工業教育研究集会の機械部会に造船分科会を特設することになる。

斡旋校 山口県立幡生工業高校 (校長岡本喜作,造船科長高橋正治 )
34.8.21 中国五県工業教育研究集会 於山口県立宇部工業高校,林兼造船所クラブ
～ 23 参加  13校

(1)全国工業高等学校造船教育研究会 (仮称)の発表

(2)Fn」和34年度会長 松井 弘 (市立神戸工業高等学校長 )
″    市立神戸工業高等学校

35.3.31 第 1回総会 於神戸市垂水 教育研修場臨海荘
～ 4.1 14枚   25名出席

中 間 省 略

60 8.1 会誌21号発行 (200部 )
8.1 役員会 於神戸舞子ビラ (18:00～ 20:00)

1.総会提出案件の検討   2.総 会 。研究協議会の運営について

3.昭和60年度役員,当番校について   4.昭 和59年度会計監査

8.2 第27回総会並びに研究協議会 於神戸舞子ビラ

～ 3  当番校 神戸市立神戸工業高等学校

来賓 神戸市教育委員会,兵庫県高等学校教育研究会工業部会

出席校 11校 26名

◎開会式。総会 (8:30～ 10:20)

教育委員会祝辞 神戸市教育委員会指導第 1課長 松尾卓郎先生

議事 (議長 当番校 上野健治郎科長 )
1.昭和59年度事業報告,会計報告,同監査報告 2.昭 和60年度役員,当

番校の選出, 3.会費値上げ及規約の一部改正について,会員校の減少に伴

う財政事情から値上げについて,小駒義就事務局長より提案あり,会費年額

7,000円を昭和 60年 8月 2日 より施行することを承認される。 4.会長並

びに事務局の移動について,横須賀工業高等学校の内部事情により,本 日を

もって神戸市立神戸工業高等学校長 難波 昭校長が会長として就任 ,事務

局も同校に移ることで承認される。

神奈川県立横須賀工業高等学校長 林 義郎校長及小駒義就先生の事務局長

辞任。

8.2   研究協議会 (10:30～ 14:00)



1.実習書の編集について (司会 長崎工 宮崎敏夫先生 )
2.造船力学ワークブックについて (司会 伊勢工 景山裕二先生 )
3.長崎総合科学大学船舶工学科及海洋コースにおける教育の基本的な考え万

について (講演 長崎総合科学大学 森 正治教授 )

見学会 (14:30～ 17:00)

1.ユ ニバーシアード会場,神戸グリーンエキスポ会場外周

2.神戸市立神戸工業高等学校実習施設   3.須 磨離宮公園
8.3 研究協議会 (9:00～ 11:30)

4.教育課程について (司会 徳島東工 田中幸次先生 )
5.造船工学一科目に対する反省 (司会 神戸工 上田民平先生 )
6.各校提出議題について (司会 松江工 荒瀬清彦先生 )
7.各校の造船科の現状と将来の見とうしについて (横須賀,松江,相生産工 )

(以上の研究協議会の討議内容については,昭和60年度 (第 27回 )全国造

船教育研究総会並びに研究協議会会議録に記載 )

閉会式 (11:30～ 12:00)

61.1.lt6 役員会 於六甲荘  出席者 6名

17  1.61年度総会 。研究協議会の件 ,伊勢工 景山裕二先生より準備報告
日時 昭和61年 7月 31日 (木 )～ 8月 2日 (土 )3日 間

会場 伊勢厚生年金休暇センターを主会場とする予定
2.62年度総会,研究協議会開催校を木江工とするにつき依頼・了承される。

3.教材整備について

・実習書の編集については,各校よりのアンケートの結果必要数が少なく,

各校の実習内容の相違もあり,今回見送ることとする
。力学ワークブックⅢの編集について,現状では必要性が低いのではないか

の意見であったが,総会の決議でもあり作業を進める。編集については各

校に 8章以下を割り当てで依頼することで了解

4.実技講習 水漕実験関係の実施内容を長崎総合大へ打診,参加可能者数を
調査する

5。 日本造船技術奨励会を来島ドックKKが発足させるにあたり,工業高校造

船科の奨学金制度受入れについて   ・

6.造船業界の見とうしについての資料,情報の収集

61.3.  教材 (ヮ ークブック)等の印刷,各校へ発送
3.31 難波 昭会長 (神戸工業高校長)神戸市教育委員会指導第 1課へ転任のため会長
を辞任

4.1 神戸市立神戸工業高等学校へ池田 稔学校長着任 会長代行として就任
4.20 会誌22号 編集開始,関係方面へ原稿依頼
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全 国 造 船 教 育 研 究 会 規 約

1 本会は ,全国造船教育研究会 (以下本会という )と 称する。

2 本会は ,特に造船教育に関して資料の収集 ,作成並びに研究をなし,造船教育の充実振興

を図ることを目的とする。

3 本会の会員はつぎのとお りとする。

(1)造船科を設置する高等学校の校長・教頭並びに造船科教職員。

(2)本会の主旨に賛同じ総会で認められたもの。

4 本会は次の役員をお く。

(1)会  長   1名      (2)理  事 (事務局 )若 干名 (事務局長・ 理事 )

(3)委  員  若千名     (4)監  事      2名

5 役員の任務は次の通 りとする。

(1)会  長  本会を代表し,会の運営にあたる。

(2)理  事  会長を補佐 し,庶務 ,会計の事務にあたる。

(3)委  員  各地区間の連絡にあたり,会の活動運営をたすける。

(4)監  事  会計の監査にあたる。

6 役員は総会において選出する。

7 役員の任期は , 1年 とし再任を妨げない。

8 本会には若干の顧間をお く。

9 本会は次の集会を行 う。

{1)総  会  原則として毎年 1回 これを開 く。

(2)役 員会  必要に応じて開 く。

10 本会の収入は ,次による。

(1)会  費  年額 1校  7,000 円

(2)寄 附金

(3)雑収入

11 本会の予算及び決算は ,総会の承認を得るものとする。

12 本会の年度は 7月 21日 に始ま り,翌年 7月 20日 に終る。

13 本会の規約の変更は,総会の決議による。

附 則  本規約は 昭和 60年 8月 2日 より施行する。

(注 )昭 和 34年 11月 3日 発会当時の規約を,昭 和 35年 3月 30日 ,昭 和 40年 8月 4日 ,

昭和 41年 7月 28日 ,昭和 42年 7月 27日 ,昭和 47年 7月 27日 ,昭和 50年 7月

30日 ,昭和 51年 7月 28日 ,昭 和 55年 7月 26日 ,昭 和 56年 7月 23日 ,ロィ{和 60年 8

月 2日 ,上記の通 り変更せるものである。
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フ イル ム ラ イプ ラ リ リス ト

(取扱 )山 口県立下関中央工業高等学校

フ イル ム 名 種 別 寄 贈 会 社 名 考備

シップャー ト
・の青春

KOKAN SHIP TOKY0

新しい波にのって

Iラ インシステム

UNIVERS I RELAND

未来をつ くる若者たち

巨大船をつ くる

船を造る若者たち

空と海の間に

まごころこめて生きた船を造る

ブルフォー ド

世界の船をつ くる

CANALOCK

笠 戸 ドック

巨船をつ くる

兄から弟へ (船のできるまで )

電子計算機  1～ 5

船の技術を支える

「 うずしお J

海洋無線中継船

海をわたるコンテナ

欧 り1ヽ 航路

造船 の技術革新

ふ じ 誕 生

SSCメ イサー 80

接溶

16ηロカラー

キネコ白黒

16″ηカラー

日本 造 船 工 業 会

日本鋼 管 (株 )

三井 造 船 (株 )

石川島播磨重工業 (株 )

日立造 船 (株 )

三 菱 重 工 業 (株 )

住友重機工業 (株 )

り|1崎 重 工 業 (株 )

佐 野 安 船 渠 (株 )

佐世保重工業 (株 )

日本 造 Wiiェ 業 会

日本鋼 管 (株 )

笠 戸 船 渠 (株 )

住友電機械工業 (株 )

日本 造船 工業 会

日本 船 舶 振 興 会

大阪商船三井船舶 (株 )

石 ||1島播磨重工業 (株 )

日本鋼 管 (株 )

三 井 造 船 (株 )

45年

46年

48年

49年

50年

48万DWタンカー
の建 造  

〃

56年
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昭 和 61年 役 員

会   長

事 務 局 長

理   事

事 務 局

委   員

監    事

総会当番校

昭 和 60年 役 員

会   長   難 波   昭  (神 戸市立神戸工業高等学校校長 )

事 務 長   神戸市立神戸工業高等学校

(神 戸市須磨区西落合 1丁 目 1番 5号 )

事 務 局 長   上 野 健治郎  (神 戸市立神戸工業高等学校 )

理   事   神戸市立神戸工業高等学校 自動車 0造船科一造船 コース教員

委   員

東部…………景 山 裕 二  (二重県立伊勢工業高等学校 )

中部…………今 枝 靖 雄  (徳 島県立徳島東工業高等学校 )

西部…………実 近 芳 郎  (広 島県立木江工業高等学校 )

監   事   菅 原 基 治  (岩 手県立釜石工業高等学校 )

神 田 黄 道  (島根県立松江工業高等学校 )

当 番 校   61年 度   二重県立伊勢工業高等学校
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北 海 道 小 樽 工 業 高 等 学 校

設置学科及び定員。在籍数

全 市」日 定 時 制

学  科 造船 機械 工業イレビヨ 電気 建築 電子 土木
磯 硼 機械 電気 建 築 計

定  員 320

在

籍

1`平 320 / /

2年 314 / 7 9 7

3年 /

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ / 7

計 240 948

教育課程 (昭和59年入学生用)表

教 科 国語 社  会 数  学 理  科 保 体 ゴム 国ヽ語 普
工 業

工 教

科

外

活

動

ヘ
コ
　
　
　
ユ
Ｈ

科

目

学
年

国
　
〓
¨
　
Ｉ Ⅱ

現
代

社

会

地

理

世
　
界
　
史

数
　
学
　
Ｉ

基

礎

解

析

微
分

・
積
分

理

科

I

体

育

保

健

美
　
術
　
Ｉ

英
　
〓
ｍ　
Ｉ

通

科

目

計

工

業

基

礎

実

習

製

図

工

業

数

理

造

船

工
学

選

択

業

科

目

計

単

位

数

1 4 4 2 1 2 3 3 3 2

2 1 2 1 2 4

3 3 2 lJ 4 8 2 l

計 6 2

会 員 名 簿

職名 氏 名 担 当 科 目 一Ｔ 住 所 富 備 考

校長 品川 三雄 (出身教科 工化 ) 小樽市松ケ枝 1-5-24 22-4671

教頭 針生 栄夫 (同  上 建築 ) ″ 最上 1-30-2 23-8307

科長 井澤 仁志 工業基礎,実習,製図,工学 〃 松ケ枝 2-3-7 32-3226

教諭 中原 博幸 実習,製図,工数,工学 ″ 松ケ枝 1-31-13 23-4331

則友  進 工業基礎,実習,工数,工学 ↑し幌 巾四区手■首
官 の沢 288-25

011
6ヽ,― ,AR`

神尾 正文 工業基礎,製図,工学 小樽市緑 3-10-34 27-3546

実
教 佐々木征治 工業基礎,実習,製図,工学 〃 ォタ

“

3-7-19 26-2075
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岩 手 県 立 釜 石 工 業 高 等 学 校

設置学科及び定員。在籍数

造船 1機械 1電気 1電子

籍 14年 |＼

言十 1 951139

教育課程 (昭和59年入学生用)表

教 科 国語 社 数 学 理  科 保 体 普

通

科

目

計

工 業
工
業

科

目

計

教

科

外

活

動

ハ
ロ
　

　

「
田

科

目

学
年 ]|] ]|[

数
　
学
　
Ｉ

基

礎

解

析

微

分

積

分

理
　
科
　
Ｉ

体

育

保

健

美

術

英

I

工

業

基

礎

実

習

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

工

作

原
　

動

単
　
位
　
数

1 2 15 3 2 1 3 3 2 2 2 9 2

2 3 212 3 2 2 1 3 到 4 2 2 3 2

3 2 2 3 3 2 J 6 2 6 2 3 9 2

言「 8 5 9 2 3 0 6 4 5 3 1 1 6

簿員

職名 氏  名 担 当 科 日 一Ｔ 住 所 富 備 考

校長 佐野  昭 (出身教科 冶金 ) 釜石市只越町 3-37
0193
22-3143

教 頭 小原  隆 (同  上 電気 ) 〃  大平町 3-2-21
0193

教諭
えIIζ
田村  孟 実習,製図,工学 〃 大平町 3-11-3

教諭 野村 陸男 工基,実習,原動機 1

5876

菊池 健一 工基,実習,製図,工学 東禅寺 5-15 4-252

大敏  明 工基.工数.機械工作
(下野

実習
断手
大久保勝雄 工基,実習 〃 松原闘 1-33 ,9-■ ヽ

`R
川畑  修 工基,実習 ″  舅ヨ准I出丁2711。

,
0193
,4-,64∩
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神 奈 川 県 立 横 須 賀 工 業 高 等 学 校

設置学科及び定員。在籍数

全 日 制 定 時 制

学 科 造 船 機械 電気 46ヨF丁 蛍 計 計

定 員 242 242 242 847

在

籍

1年
(2 (21〕

01′

1 23

2年 04
(11

3年
`ι(13〕

242
: 13

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

言十 238 237 231r`R

教育課程 (昭和59年入学生用)表

教 科 国語 社  会 数  学 理  科 呆 体 〓ム 国ヽ語 普
通

科

目
計

業工
工

業

科

目

計

選

択

科

目

教

科

外

活

動

湘
よ

国
　
〓
山
　
Ｉ

国
　
五
”
　
Ⅱ

現

代

社

会

倫

理

政

治

経

済

数
　
学
　
Ｉ

数
　
学
　
Ⅱ

理
　
科
　
Ｉ

体

育

保

健

立口
　
楽
　
Ｉ

英
　
ユ
ｍ
　
ｌ

英

Ⅱ

二

髯

墓

楚

実

習

製

図

工

業

数

理

造

船

工
学

情
報
技
術
Ｉ

構

造

設

計

単
　
位
　
数

1 4 3 2 2 1 2 2 1 8 3(

2 3 4 2 1 3 3 3 4

3 3 2 2 3 2 4 5 2 1 4

言十 9 9 6 9 9 3 7 2 3 4 6

会 員 名 簿

職名 氏  名 月

一 当 科 目 】Ｔ 住 所 富 備 考

校 長 井上 厚宏 (出身教科 建築 ) 横浜市港南区I永谷
~

1-31-14 842-7733

教頭 江間  登 (同  上 機械 ) frl供 甲 鶴 兄 墜 馬 場

6-14-12
U4b―

581-0586

教諭 小駒 義就 造工,実習 238 慎 須 員 甲 四 逃 兄
口」

2-98
400-
25-5571

藤田 倫也 造工,製図 〃   斗生1'-6-2 U4bb―
ら,一 z171R

岩瀬 律雄 構設,情技 ″  小秀軋3-1 0406-35-0426
小川  忍 造工 ,実習 255 岬余川霙寄砂全FT`

U400-
61-2278

西川  廣 造工 ,実習 慎 須 貝 甲 貧 外p口 ,

4-2-8
υ400~
53-4099

実習
助手 小野 安彦 実習,製図 236

l_E浜巾 釜 沢 凶 躙 月

8-23仲西荘
υ40-
785-3942
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二 重 県 立 伊 勢 工 業 高 等 学 校

()内は女子数設置学科及び定員。在籍数

全 日 制 定 時 制

学 科 造船 機械 建築 電気
工業
′レだチ 言十 計

定 員 360 240 960

在

籍

1年 40
5

2年 37
1

40
′
｀ 40

´

1

314
A

3年 40
′
Zl

305
R

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

言十
16 120 234

1

989
17

教育課程 (昭和59年入学生用)表

教 科 国語 社 会 数 学 理 科 保体 本国課 普

通

科

目

計

業工 T 特

別

活

動

△科

目

学
年

匡

謳
に

I

睡

壼
昨

I

現

代

社

会

地

理

世

界

史

数

学

I

基

礎

解

析

微

分

積

分

理

科

1

理

科

[

体

育

保

健 楽

英
　
三
ｍ
　
Ｉ

英
　
〓
ｍ
　
Ⅱ

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工
学

電

気

基

礎

溶

接

業

科

目

計

単
　
位
　
数

1 4 4 2 1 3 3 2 2 2 9

2 2 2 3 3 2 l 1 6 2 2 2

3 3 3 3 6 2 7 17

9 9 l 6 4 2

会 員 名 簿

職名 氏 名 担 当 科 目 一Ｔ 住 所 8 備  考

校長 高橋  章 (出身教科 芸術,国語 ) 度会郡小俣町元町 465
0596
り,_207C

教頭 中北 義郎 (同  上 農 理 ) 伊勢市楠部町倉田山
Иn_2
0596
,民 _И ■1

教諭 土屋 末男 造工,溶接,製図,実習 ″ 桜木町 67-13 24-3321

内海  健 造工,工数,実習 ″ 浦口町山崎
Q 25-1089

科長 景山 裕二 造工,製図,実習 ″ 勢田町 656-141 23-5229

石川 昌文 工数,電基,製図,実習
518 名張市桔梗が丘南

2_1_☆ 民
05956
民_民 nl

一明
鋼
瞬

石川徳次郎 実習 松阪市駅部町 1621
0598
,2_1,′ 9

菊本 典夫 実習
伊勢市常磐 3丁 目

Q来 ,1{ 28-1877
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神 戸 市 立 神 戸 工 業 高 等 学 校

設置学科及び定員。在籍数

告」全 日 帝J定 時

学  科 造船 機械 ヨ藝
インァ
llマ

計 言十

定  員 240

在

籍

1年

2年 237

3年 222

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

計

教育課程 (昭和59年入学生用)表

会 員 名 簿

教 科 国語 社  会 数  学 理   科 保 体 士バ 国ヽ語 普
通

科

目

計

業工
工 教

科

外

活

動

へ
口
　
　
　
一
「頭

国
　
三
”
　
Ｉ Ⅱ

現

代

社

会

地

理

政

治

経
済

数

学

I

基

礎

解

析

微
分

・
積
分

理

科

I

体

育

保

健

美

術

英
　
〓
田　
Ｉ

Ｅ

首

書

楚

実

習

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

電

気

基

礎

情
報
技
術
Ｉ

業

科

目
計

単
　
位
　
数

1 4 2 4 2 3 1 3 2 2 2 2 2

2 2 3 2 l 2 2 ] 4 2 2

3 2 2 2 2 7 3 8 2 2 И

計 8 9 6 2 7 7 1 3 4 6 0

職名 氏 名 担 当 科 目 一Ｔ 住 所 富 備  考

校長 池田  稔 (出身教科 ) 652 神戸雨兵厚区熊野町5丁 日 1917
0′/8
521-07,7

教頭 干崎 素也 (同 上 電気 ) 由冨 rF硬川町
R-19-304

0798
Z父 _01,1

てヨ1
キ[3 上野健治郎 工業基礎,実習,製図

神戸市須磨区妙法寺字
池ノ谷 1う_

U/0
741-RA40

上田 民平 ⊥ 栗 基 礎 ,⊥ 栗 数 埋 ,夫 百 ,

劃 M 浩 船 T堂
神戸市須磨区神の谷
l T日 1-07-10'

078
792-2328

神  豊彦 工業基礎,実習,造船工学 654 伸月 中
須孵凶関寸田」
2丁 日 2-22

U′ 0
7R4-6200

浜田  稔 ⊥業基礎 ,造船
⊥字,裂凶 ,

工業数理
押 だ n豫 階 医 四 洛 省
7丁 日 2-18

078
701-OAR,

森松佳比古
電 気 基 礎 ,道 船 上 7,製 凶 ,

空 羽

lln石 巾騰JL lbZb-1 ノ、
′1ノ、゙´オルイド日断辱 ,11巧]

078
923-0259

ノ`田 久男
⊥ 栗 基 礎 ,電 気 量 礎 ,製 凶 ,

倍 鞠 結 締  宝 習
尼崎中氏厚∠壮
R-10-1'

Ub
432-6990
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兵 庫 県 立 相 生 産 業 高 等 学 校

設置学料及び定員。在籍数

全 帝1日 時定 告1

教  科 造船 機械 電気 商業 ,支月反 機械 計

定  員 240 423

在

籍

1年 ＼ 308

2年 ＼ 308

3年 ＼ 296 16

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 11 11

238 912.

教育課程 (昭和59年入学生用)表

孝文千斗 国

国

I

謳
山
一憬．国
　
〓
田
　
Ⅱ

社  会 数  学 理  科 保 体 小国語普

通

科

目

計

工 業 T 教

科

外

活

動
計

＼瞥
学

年

現

代

社

会

日

本

史

囲
現
代
社
会

数

:学

I

数

学

Ⅱ

鰹
代
数
幾
何

理

科

I

理

千斗

Ⅱ

鰹

理

科

Ⅱ

体

育

保

健

工
　
士
ム
　
ー

茨

夏
に

I

工

業

基

礎

実

習

製

図

工

業

数

理

造

船

工
学

電

気

基

礎

情
報
技
術
Ｉ

選 択 業

科

目

計

1 4 2 4 3 2 1 2 3 3 2 2 11 2

12 2 2 3 2 2 1 2 4 3 5 2 2

13 2 2 2) 2 2) 3 2
13
,1 4 4 5 2 2

‐５

， 2 13`

9(2) 7 9 2 7 524 4 12 2 2 2 6

会 員 名 簿

職 名 氏  名 担 当 本斗 目 一Ｔ 住 所 富 備   考

校長 占Ш  弘 (出身教科 数′`F ) 673 明石市貴崎 1丁 目7-14
078
0,R_,,R7

教頭 塚本  亨 (同  上 F里科 ) b/tl
-41 竜野市揖西町北山 65

07916
A_nnl

諭
再
教
科 占住 次郎 工学,製図 ,実習 678 相生市大石町 H-5 07912

,_7A7n

教諭 竹内 弘憲 製図,工学,実習 678 相生市佐方 1丁 目313 07912

'一

父R7'

山 下 ―則 実習,溶接
0′ 0
-0, 赤穂市木生谷 139

07914

前 田 正一 工学 ,工数,情報 赤穂市元町 2-13
07914

実習
助手 広 岡 実習 (原動機,溶接 )

671
-01 li保郡太子町原 850

0792
7A_10民 R

習肇 清水 一豊 実習 (機械 ,手仕上) 赤穂市塩屋 218932
07914
2_R民 7R

講師 河本 匡代 実習 (建造,溶接) 678 相生市那波野 676
07912
,一え,60
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徳 島 県 立 徳 島 東 工 業 高 等 学 校

設置学科及び定員。在籍数

全 日 制 定 時 1けリ

学 科 造船
|ン ァ
|マ 機械 電気 電子

情 報
博 需 言十

定 員 240 120 840

在

籍

1年

2年 265

3年 278

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

言十 236 824

教育課程 (昭和59年入学生用)表

工

業

基

礎 膨]顆
〈
］
　

計

教

科

外

活

動

2145161

担  当  科  目  |〒 1 住   所  1 富  1備  考
(出 身教科 社会 )

濡件鮒 ―誅缶莉計競 :十―
蕪 両 面 畔    1//~TT訂 瓢

~昭
%

実習、製図,工学

実習,機械,設計

実習,工学,基礎

実習 ,製図,原動機

実習,製図,基礎

実習,製図,基礎

川村  卓

卜磋
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高 知 県 立 須 崎 工 業 高 等 学 校

設置学科及び定員。在籍数

全 日 自「リ 時 制定

学 科 造船 機械 46≒F丁 輩 電気 計

定 員 240 240 720

在

籍

1年 239

2年 180

3年

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

言十 219 234 614

教育課程 (昭和59年入学生用)表

教 科 国 五四 社  会 1数 学 理 科 保 体 外国語 工 業並
日 工 教

科

外

活
動

ハ
ロ
　
　
ヨ
］

Ⅶ
ヘ
国
　
三
”
　
Ｉ

国
　
〓
旧　
Ⅱ

現

代

社

会

地

Ｆ

．

世
　
界
　
史

数
　
学
　
Ｉ

数
　
学
　
Ⅱ

理
　
科
　
Ｉ

体

育

保

健

美

術

英
　
雲
山
　
Ｉ

英
　
三
叩
　
Ⅱ

通
科

目
計

工

業

基

礎

造

船

実

習

造

船

製

図

工

業

数

理

造

船

工

学

機

械

設

計

業

科

目

計

ｙ
ｆ

4 4 4 2 1 3 葬 312 2 3`

3 3 3
|

3 1 2 3 3 1 2 4

2 4 3 3 5 1 6 2 2

|

言十 11 4 2 8 5413 114 4

会 員 名 簿

職 名 氏  名 担 当 科 目 一Ｔ 住 所 富 備 考

校 長 森岡  清 (出身教科   ) 785
須崎市多の郷甲

11■0-1^0
0889
4'一

'496
教頭 竹村 義典 (同  上   ) 高知市朝倉丙 2148-3

0888
ИИ_nZ7И

造 合 (製図
も言ι

教諭 合田 正寛 実習,工基,工学 785 須崎市西町 1-13-7

山崎 吉広 実習,工基,工学,製図,機設 須崎市東糸L町 515 0889

津野  隆 実習 ,工基,工数,工学
の郷甲
20_1医 r

-1古谷 恭啓 実習,工基,工数,工学

助手 西山 庸一 実習,工基,製図 785
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島 根 県 立 松 江 工 業 高 等 学 校

設置学科及び定員。在籍数

員

※会誌21号まで記載 していました藤本保敏教諭は,在籍のまま61.4～ 623ま で 1年間内地

簿名

市1全 日 定 時 告」

学 科 造船 土木 建築 機械 電気 電子 工 業 計 建築 機械 電気 普通 言十

定 員 240 240 240 240 1320 640

在

籍

1年 427 6 6

2年 3 11 4 7

3年 407 9 9

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 4 9 3

計 236 225 226 237

教育課程 (昭和59年入学生用)表

教 科 国 語 社 数  学 理 科 保 体 本国謡 工 業 T

〈
口

教

科

外

活 計

動‖

科

目

学

年

国
　
〓
田
　
Ｉ

国
　
〓
”　
Ⅱ

現

代

社

会

地

理

世
　
界
　
史

数
　
学
　
Ｉ

数
　
学
　
Ⅱ

理
　
科
　
Ｉ 学

体

育

保

健

立日
　
楽
　
Ｉ

英
　
〓
ｍ
　
Ｉ

英
　
三
叩
　
Ⅱ

通

科

目

計

工

業

基

礎

実

習

製

図

工

業

数

理

造

船

工
学

電

気

基

礎

業

科

目

計

単
　
位
　
数

1 4 4 4 2 1 2 3 2213 3 2 2 10 2 3て

2 2 3 2 2 1 3 171 3 4 2 6 2

3 3 2 3 2 3 5 5 7 2 2

計 9 6 2 8 3 8 2 6

(出身教科 電気 )

(同  上 工業化学 )

実習,製図,工学

実習,製図,工学

実習,製図,工基,工数

留学 (山 口大・工 。生産機株)と なり,後任に上記佐 木々卓美教諭が着任しましたので,藤

本教諭は名簿から外しております。
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広 島 県 立 因 島 北 高 等 学 校

設置学科及び定員。在籍数

全 □ 需」 定 時 牛」

学 科 機械 普通

定  員

在

籍

1年 210

2年

3年 131

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

言十 223 612

教育課程 (昭和59年入学生用)表   (機械科)

教 科 1国 語 社 数 学 理 科 保 体 芸  術 外国記 普
通

科

日

計

工 業 丁 教

科
外

活

動

〈
口
　

計

＼営
学
年

[司

I

国
　
一
田
　
Ⅱ

現

代

社

会

地日世倫政

本界

l里史史社経

数
　
学
　
Ｉ

数
　
学
　
Ⅱ

理
　
科
　
Ｉ

体 保

育 1健

音美書

楽術道

英
　
五
卿
　
Ｉ

工

業

基

礎

実

習

製

図

工

業

数

理

造

船

工
学

機

械

工
作

機

械

設

計

原
　
動
　
機

電

気

基

礎

業

科

目

計

単
　
位
　
数

l14 4 311 2 2 2 2

2 2 3 3 2 311 3 4 2 2 2 3 2 ] 2

3 3 2 2 3 2 5 2 4 2 2 3 2

言|19 9 9 6 11 2 7 14 6 4 6 5 3 2 6 貶

会 員 名 簿

職 名 氏  名 〕七 「斗 目 一Ｔ 住 所 富 備  考

校 長 中本  豊 (出身教科 工業 ) 722
_,2 因島市土生町 18997 2-0199

教頭 森明 義行 (同  上 数学 ) 722 尾道市東久保町 17-11
0848
R7_1'RO

教諭 大村  勝 造船工学 ,実習 /ZZ 囚 島 巾 主 生 出」莉 生 区
1810-17 2-6592

篠塚 裕 r.l 造船工学,製図 因島市三庄町 2区
1,0,_民 2-3374

桝井 真介 造船工学 〃 土生町 1751-4 2-4055
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広 島 県 立 木 江 工 業 高 等 学 校

設置学科及び定員。在籍数

簿名口員〈
ム

教育課程 (昭和59年入学生用)表

教 科 国 語 社 〈
ム 数  学 理   科 保 体 小 業工並

ロ 工

〈
］
　
　
斗
］

教

科

外

活

動

ヾ
よ

国
　
五
叩
　
Ｉ

国
　
五
旧
　
Ⅱ

現

代

社

会

地

理

数
　
学
　
Ｉ

数
　
学
　
Ⅱ

理
　
科
　
Ｉ

物

理

体

〓同

保

健

美
術

・
書
道 ]|]

工

業

基

礎

通

科

日

計
実

習

製

図

造

船

工
学

工

業

数

理

機

械

設

計

電

気

基

礎

業

科

[1

言|

単
　
位
　
数

1 4 2 4 2 3 1 2 3 21 13 12 213 3 134

2 2 2 2 2 2 2 l 3 6‐ 3 3 2 13 2 21 1 3 .34

3 2 2 21 3 2 2 3 5 2 2 3 134

8 8 7 9 8  1 50 13 18 7 4115 4 21 91“

職名 氏  名 当 日 一Ｔ 住 F折 富 備 考

校長 内田  正 (出身教科 化学 ,工業 ) 08466
ワ_∩ 1,6

教頭 信本 正文 (同  上 機械 ) 725 〃 笹昼嘔竺 J́〕 08462
,-41,R

教諭 黒田 正己 造工,工基,工数 〃 i里槃介留謂1
08466
2-0654

実近 芳郎 造工,実習 〃 夫_皇 riコ金憑‰_ U0400′_,7父 1
中村 秀樹 機械,工数 ,実習,製図 本江町 ‐

０８４６６

興

竹内 敏幸 造工,工基,製図,理科 rzb
_n4

本社町
人字本江 99-1 453

瀧口三千弘 製図 ,実習,数学
″ 木江町
大字木江 5010-2

＆

２

習
千
夫
助 長岡 武男 工基 ,実習 了Zb

-0,
〃 東野町
5327

中土井昭司 工基,実習,製図
′Zb
-04

″  /1N r■●J
十 立 日ロレて ,R19

」b466
3-0,48
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山 口 県 立 下 関 中 央 工 業 高 等 学 校

設置学科及び定員。在籍数

全 日 告J 定 時 制

学 科 造船 機械 建築 土木 lL■FT当
4/フ
l〕 7 計 計

定  員 240 880

在

籍

1年 282
(4)

2年 282
(4)

3年 6b
rR、 ′RRI

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼

237 109
イlAヽ

ObZ
rl A、

教育課程 (昭和59年入学生用)表

教 科 国 語 社   会 数  学 1理 科 保 体 小国語 業工
工
業

科

目
計

教

科

外

活

動

〈
口
　

計

＼瞥
ヽ
学

年

国
1国

=五
II

TIT

現

代

社

会

世
　
界
　
史

数
　
学
　
Ｉ

数
　
学
　
Ⅱ

理
　
科
　
Ｉ

物

理

体

育

保

健

美

術

英
　
〓
山
　
Ｉ

英
　
三
ｍ
　
Ⅱ

通

科

目

計
習

製

工

業

数

造

船

工

電

気

基

礎

国

調

¶

単
　
位
　
数

4 1 2 4 4 1 2 3 3

__L生!ζ
3 1 3 2 1 6 3 4 7

2
３

‐

一

3 2 6 3 7 2

8 7 2 9 4

会 員 名 簿

殺種 氏 名 担 当 科 目 一Ｔ 住 所 審 備 考

校 長 伊藤 健男 (出身教科 土木 ) 下関市幡生本町 333 0832,9_И  ttAИ

教頭 京野 武雄 (同  上 数学 ) ″ 伊倉町 3-126 52-6694
教諭 村上  進 実習,工基 759 〃 富任町 1007-18 50-父 44,

科D 槙  武俊 実習,工基,工学 〃 綾羅木新町 2-4-
民R_И ŔA

高槻 雄一 実習,工基 〃  大学町 5-9-駕

"
民И_,RAn

武田 種雄 実習,工基,製図,工学 ″ 上田中町 5-14-3 33-0094
宮崎 明宏 実習,製図,工数,工学 ″ 綾羅木本町 1-5-

AR-7406

松田 壮司 実習,工基,製図,工数,工学 ″
,R緩驚告ヘツプ『紡 R3-R043
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長 崎 県 立 長 崎 工 業 高 等 学 校

設置学料及び定員。在籍数

全 日 告J 定 時 告J

学  科 造船 機械 電気
上 未

イ′学 建築 llマ
屯す
丁 ‐

1再取
舞 綿 計 機械 電気 建 築 計

定  員 360

在

籍

1年 357

2年

3年 343 15

4年 ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ ＼ 7 12

計 235 1051 218

教育課程 (昭和59年入学生用)表

教 科 国 語 社  会 数  学 理  科 保 体 準国語 普

通

科

目

計

工 業  ITI新‖

湘
義

国
　
五
”
　
Ｉ

国
　
護
旧
　
Ⅱ

現

代

社

会

世
　
界
　
史

政
治

ｏ
経
済

数
　
学
　
Ｉ

数
　
学
　
Ⅱ

微
分

・
積
分

理
　
科
　
Ｉ

物

理

体

育

保

健

美

術

英
　
〓
叩
　
Ｉ

英
　
証
嘔
　
Ⅱ

工

業

数

理

製

図

実

習

機

械

工

作

造

船

工

学 庫酢
気

基

単
　
位
　
数

1 3 4 4 3 2 3 31 1312 2 10121134

2 3 3 2 1 1 2 7 41312 412 1521劉

3 3 2 1 3 4 4 13 712 21 1  1812

言十 9 2 9 2 114316

会 員 名 簿

職名 氏 名 担 当 科 目 一Ｔ 住 所 雷 備 考

校長 久保 正徳 (出身教科 建築 ) 852 長崎市葉山町 24319 56-9130

教頭 堀井 大補 (同  上 電気 ) ″ 西北町 HO-6 46-3045

麺醒
嫡
一″

宮崎 敏夫 実習,工基,工学 ,製図 ,

機 樹 下 作
″ 片渕 49-11 26-5812

三島 康男 実習,工数,力学,工学,製図 852 ″ 昭和町 958 44-4616

三浦 弘
基⊥

作，工

習

械

実

機
⊥ 子 ,製 凶 〃 滑石 3-34-12 56-4464

瀬戸口達志 実習 ,工基,工数,電基,工学
601
Ъ屎鰤盤で,03号 39-3848

習
千
冥
肋 芦塚 弘道 実習,工基,製図 850 ″ 館内町 10-11 24-1421

甲木 利男 実習,製図 ″ 本石灰町 5-1 22-3836
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編 集 後 記

突然 ,昨年 8月 本校で事務局 をお引受けす ることにな り ,今 までの横須賀工

高の諸先生方の ご苦労 を身に しみて感 じている次第です。

なにぶん初めてのことで ,皆様の ご意向にそった ものが出来たかどうか ,又

紙面の都合で割愛 させていただいた分 もあ りますが ,ご容赦下 さい。

今後共よろしくご指導下 さいますよ うに。

事務局  上 野 健治郎

会   誌      第 22号

昭 和 61年 8月 1日   印 刷 発行

全 国造 船 教 育 研 究 会 会 長    池  田    稔

神戸市須磨区西落合 1丁 目 1番 5号

神戸市立神戸工業高等学校  内

(〒654)   電話  078-792-5095(代 )

(ヲ Fデ言占高)  (200)
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